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ୈ 1અ　修理と活用の検౼経Ңと
　　　　࿈ܞ概要

₁ʵ₁　修理・補強・復原・活用の検౼
保存修理事ۀに先ۦけて、耐震਍断と耐震補強Ҋの策
定を目తとした耐震補強基本設ܭ、破損状گの೺Ѳと修
理ܭըの策定を目తとした修理基本設ܭを行い（Ḽ₁）、
これらでܭըした修理方針や補強方針に基ͮいて、ྩ࿨
元年度より保存修理事ۀに着手したɻしかし、解体工事
を進めていくと、それまで隠ṭされてෆ明であった内部
の破損や構造、納まりがৄらかとなり、修理方針、補強
方針とも一部を見直す必要が生͡たɻまた、解体工事と
ซ行して行った痕跡調査やࢿྉ調査により、建物の改造
や変ભが明らかとなり、建物の復原方針を検౼すること
になったɻ一方で保存修理事ۀに஗れて、ྩ࿨₂年度よ
り文化ݯࢿ活用事ۀに着手し、ॡ工後の活用方針を検౼
した（Ḽ₂）ɻこうして、保存修理事ۀでは、ʮ修理ʯ、ʮ補
強ʯ、ʮ復原ʯにʮ活用ʯを加えた₄ͭの方針をซ行して
検౼し、現状変更や組立工事の࣮施設ܭを行うこととな
ったɻ

₁ʵ₂　修理・補強・復原・活用の࿈ܞ
ʮ修理ʯ、ʮ補強ʯ、ʮ復原ʯ、ʮ活用ʯの各方針や内༰は、
ୈ₂અからୈ₅અでৄड़するɻこれらは相ޓにؔ࿈する
ため、࣮施設ܭ段階では具体తな内༰を調整して検౼を
進めたɻ文化ࡒ建造物としてのՁ஋が高まるよう相ޓに
࿈ܞしてܾ定した主な内༰を以下でઆ明するɻ
मཧͱ෮ݪͷ連携
解体範囲は、修理が必要な破損部を主としたが、復原
を見据えて後世の改変箇所を追加したɻ具体తには、車
寄や付ଐ棟が接続していた外壁などを解体し、痕跡調査
によって改変のৄࡉを明らかにしたɻ一方で、付ଐ棟が
接続していたリビングルームの北面や東面の外壁を஧࣮
に復原すると、屋内仕様の漆喰壁や։口部となり、付ଐ
棟を復原せずに外壁とした場合、雨仕෣や耐ٱ性が՝୊
になるɻそのため、こうした付ଐ棟が接続していた壁は
復原せずに、外壁は修理前の下見板張りのままとしたɻ
また、中央車寄のバルコニー手摺など木部は、屋根が
なく風雨にࡽされるɻこのため、耐ٱ性と耐候性をྀߟ
して、木材は含৵ѥԖ強化処理を行ったᐻを࢖用し、要
所に水切り鉄板を取付け、塗装はアクリル樹脂系非水分
散形塗ྉを࢖用したɻ

第₃章　修理と活用の方針
मཧͱ補強ͷ連携
耐震補強により文化ࡒとしてのՁ஋を損ねることがな
いよう、補強方法や補強位置の選定を行ったɻ補強材は
意匠に配ྀして可能な限り床下や天井上に隠ぺいしたが、
当初漆喰壁の解体が൐う壁内の補強は行わなかったɻ補
強による古材の損傷をগなくするため、水平ブレース補
強では、既存の梁に下地の木枠をステンレスバンドで巻
き付けて補強材を取付けたɻまた、補強鉄骨柱が天井や
床を貫通する場合は、天井板や床板を新材に取替え、古
材を保管することで、ক来旧規に復旧できるようにしたɻ
෮ݪͱ活用ͷ連携
Τレϕーターなどを༴する新築棟を、過去に付ଐ棟が
接続していた文化ࡒ本体の東側に建築することで、本体
に新たな։口部を設けることなく接続させたɻͭまり、
₁階は中央廊下東端を։์に復し、₂階は当初からあっ
たルーフバルコニー΁のग़入口を利用して、文化ࡒ本体
と新築棟を行き来できるようにしたɻ
ॡ工後、室内を当時と同͡土足利用に໭すので、当初
材の保ޢのため、床板は修理前と同様に当初材に中古材
を張り重ねた二重張りとしたɻただし、スイートルーム
としてలࣔする客室ᶺ1ÿは当時の床板に復したɻ
補強ͱ活用ͷ連携
文化ࡒ本体と新築棟を͙ܨ渡り廊下の鉄骨フレームを
本体の耐震補強材と兼ねることで、本体内部に設置する
補強材をܰݮさせたɻまた、補強鉄骨フレームを配置し
た部屋は、基本తに管理部໳の用్で活用し、補強鉄骨
柱が四隅に露ग़する客室ᶺ11は、来ؗऀ΁耐震補強を含
めたྩ࿨修理にͭいて解આするలࣔ室としたɻ

ਤ3ô1ô1　修理・補強・復ݪ・活用の࿈ؔਤ

Ḽ

₁ɽৄࡉは、ʮୈ₂ষୈ₁અ　事ۀにࢸる経Ңʯをࢀ照ɻ

₂ɽ文化ݯࢿ活用事ۀ（ྩ࿨₂年度・₃年度࣮施の補ॿ事ۀ）に

おいて、ʮ旧三笠ホテル保存活用ܭըʯ（ྩ࿨₄年₅݄ൃ行）

を策定したɻ
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ୈ 2અ　破損状گと修理方針

部　位 破　損　状　گ 修　理　方　針

基　礎 　側通筋の布石積基礎は、経年による石材の表層劣化や亀裂の
΄か、化粧目地の劣化が所々にみられたɻ布石積の内側は、剥
落欠損部分をモルタル塗で整形補修していたɻഎ面側の石階段
は、石積みの؇みや天端石の割れ・剥離があったɻ竪樋のഉ水
口に設けられた雨落石は、欠失や移動しているものがあったɻ
　建物の周囲には、ഉ水設備がなく、ಛに北側では常に࣪५状
ଶとなっており、石積にଽ類がൟ৩していたɻ
　ਖ਼面側は後世のฮ装や玉石敷により周囲の地盤がਹ上げされ、
ग़入口の階段石や樋ड雨落石の一部が埋まっていたɻਖ਼面ؔݰ
のモルタル土間はౚ結༥解による亀裂が生͡ていたɻ

　布石積基礎は石材や化粧目地の破損部を補
修し、外表面を洗浄して含৵強化とᎢ水処理
を行ったɻ石階段は破損部を解体して積直し
を行い、樋ड雨落石は、解体・撤去したɻ
　建物の周囲には、水はけを良くして屋根の
雨水をडける浸透トレンチを敷設し、玉砂利
を敷いて見切りに擬石を廻らしたɻ
　ਖ਼面ؔݰ庇は、現状変更により撤去し、中
央及び東翼車寄の基礎や土間は周囲の地盤高
さをྀߟして復原したɻ

床　組 　₁階の床下は、現在地に曳家された際にコンクリートのϕタ
基礎が設置されており、石積み基礎には換気口が設けられ、周
囲の࣪५状ଶとൺ΂れ͹ൺֱత乾燥した状ଶであったɻ床組は
建設当初の部材も一部に残るが、それらのうち根᎕みは折損・
割損が多くみられ、大Ҿの一部には蟻֐が認められたɻ
　₁階の全面と₂階廊下の床板は二重張りとなっており、上張
りのԑߕ板は、表面のຎ໣が所々にみられたɻ下張りの床板は、
表面のຎ໣や割裂の΄か、₁階では本࣮や釘݀周囲に割損が多
数あり、移築時の解体に൐う破損が多く残っていたɻ

　ত࿨û9年に新設された土間コンクリート、
コンクリート製の床ଋや土台基礎は、破損が
みられないのでそのまま保存し、再利用したɻ
　床組、床板は、破損部を補修又は取替えて、
原位置に復旧したɻなお、客室ᶺ1ÿは、活用
でスイートルームとしてのలࣔを行うため、
後世の上張りԑߕ板の୅わりに、下張り板と
同छ・同෯の上張り板を重ね張りし、復原年
୅に合わせた床の仕上げとしたɻ

軸　部 　柱や胴差、筋違、土台などの構造材は隠ṭされており、破損
状گはෆ明であったが、破損した雨樋の周ลを解体すると、漏
水により柱や胴差まで腐朽が進行していたɻಛに、東翼の南東
隅と西面、西翼の東面と西面、ਖ਼面中央ؔݰの྆ग़隅、中央棟
の北面中央、便所棟の北西面では、階境で破損が著しかったɻ
　₁階の筋違の多くは、移築時に下部が切断されたままになっ
ており、₁階の間柱は、足元の腐蝕部を؆қに根継したものや、
切断して添え木を入れただけの箇所もあったɻ
　ീ角塔屋の軸部は、࠷大で₄㎝�̼北西΁ࣼ܏していたɻ

　軸部の破損部は、解体範囲を࠷小限に཈え
て、柱の根継補修や胴差の継木補修を行ったɻ
補修に൐い、接合部を旧規の仕口に復旧する
ことが೉しく、強度が必要とされる部分には、
見え隠れに補強金物を取付けたɻ
　₁階の筋違や間柱のうち、切断されたまま
の部材や破損ݸ所は、継木補修を行ったɻ
　ീ角塔屋は、建て起こしてࣼ܏をੋਖ਼し、
内部に補強の筋違を取付けたɻ

小屋組 　小屋材の大半は当初材であったが、谷廻りやフィニアル、煙
突周囲の΄とんどで過去に雨漏りした痕跡が認められ、谷木や
陸梁、ܻ、合掌、野棟木、棟ଋなどで木部の腐朽がみられたɻ
これらは、平成1û年に野地を部分తに解体し、陸梁や棟ଋに添
え木をして金物で補強するなど応急తな修理がなされていたが、
これまで根本తな修理にࢸっていなかったɻ
　トラスを固定するボルトなどの金物の一部に؇みや欠失がみ
られたが、破損やൃ錆は΄とんどみられなかったɻ

　฼屋、隅木、谷木はす΂て解体し、雨漏り
で腐朽した陸梁や合掌の補修ができるようト
ラスを部分తに解体し、破損部を補修又は取
替えて、在来のとおりに復旧したɻまた、過
去の応急補強材はす΂て撤去したɻ
　トラスを固定するボルト類は、再利用して
締め直し、欠失していた箇所は新規に製作し、
補足したɻ

野　地 　野地板と野垂木は、当初材が数多く残り、野垂木はノタ付き
が多くみられたɻ軒先と谷廻りなど過去に雨漏りした箇所は、
腐朽や取替材が多くみられたɻまた、野地板表面には、太ཅ೤
で溶けたルーフィングが付着して剥がれずに残っていたɻ
　大棟や隅棟の板金木下地も、過去の雨漏りによる腐朽や取替
材が目立ち、中央の大棟はෆ陸や೧͡れもみられたɻ྆翼ਖ਼面
中央とഎ面中央の飾り破風上部の棟は、過去の修理で谷板金を
取替える際に、棟木から障泥板まで一体で切断されていたɻ྆
翼大棟フィニアルの下地は、雨漏りによる腐朽がみられ、煙突
天端の板金木下地は過去の雨漏りで全て取替えられていたɻ

　野地板、野垂木は、す΂て解体して破損部
材を補修又は取替えて原位置に復旧したɻ当
初のノタ付きの野垂木には、新規に垂木を添
わせて、野地板との接地面をे分に確保して
釘止めしたɻまた、野垂木下端や฼屋下端に
は飼物を入れて、野地面のෆ陸調整を行ったɻ
　板金下地の木部も同様に破損部を補修又は
取替えて復旧し、ෆ陸や段差が著しい箇所に
は飼物を入れるなどして高さや通りの調整を
行ったɻ
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部　位 破　損　状　گ 修　理　方　針

屋　根 　修理前の屋根スレートは、平成1û年に葺替えられたカラーϕ
ストコロニアルで、経年劣化による割損や୤落が各所でみられ、
雨漏りの一Ҽにもなっていたɻ棟や谷の鉄板葺は塗装が剥落し
一部にൃ錆がみられ、フィニアルや煙突廻りでは漏水が生͡て
いたɻまた、屋根上部の煙突では表面のモルタルが一部剥落し
て、煉瓦が露ग़していたɻ
　鋼製の樋や樋डけ金物は、欠失や腐食が一部で進行し、軒樋
は変形していた΄か、落ち葉がଯ積してഉ水に支障をきたして
いたɻݺ樋は୤落や変形、欠損が目立ち、漏水によって竪樋周
囲の木部に著しい破損を及΅し、ഉ水機能が失われていたɻ

　現状変更により、本屋屋根を天然スレート
葺に葺き替えたɻ谷樋をカラーガルバリウム
鋼板で復旧し、そのଞの鉄板包みを在来に倣
って塗装した溶༥ѥԖメッΩ鋼板で復旧したɻ
屋根上部の煙突は、破損した煉瓦を取替えて、
表面のモルタルを全面塗直したɻ
　軒樋、竪樋は、取替えて形式復旧したが、軒
樋上部を塞ぎ、軒からྲྀ下した雨水を地中に
新設したഉ水設備をհしてഉ水したɻ樋金物
は、欠失や破損したものを取替えて復旧したɻ

壁 　内部は雨漏りが生͡た部分で漆喰壁にԚ損がみられ、下地の
木摺も一部で腐蝕していたɻ煙突や։口廻りの΄か軸部の変形
やৼ動などのӨڹをडけやすい壁面では、漆喰壁にͻび割れが
生͡ていたɻこの΄か、漆喰壁は全体తにカビやシϛによるԚ
損がみられたɻ外部の漆喰壁は、所々に割れや浮きがみられ、
過去に板金やモルタルで応急修理した箇所もあったɻ
　外部の煙ಓのモルタル塗りは一部に浮きが認められたɻ

　漆喰壁は、浮きや割れの破損ఔ度に応͡て
上塗、中塗、下塗まで解体し、内壁は剥落防
止の補強を行い、上塗の一部を玉子漆喰や鼠
漆喰塗に復原して塗直したɻ破損や軸部解体
に൐い取外した木摺は、破損部を取替えて原
位置に復旧したɻ外部の煙ಓ表面のモルタル
は、浮き部を剥離して部分తに塗直したɻ

造作・
天井

　外部の破損した雨樋の周囲では、軒先や各段の蛇腹、窓台や
額ԑ、下見板などの木部の腐朽が目立ち、胴蛇腹や窓台の水切
鉄板は、変形や୤落がみられ、継手が破損して内側΁雨水の৵
入がみられたɻ೔当たりのよい南面の敷ډや付土台では、塗装
が劣化して木部表面が風蝕し、雨当たりとなる付土台や蛇腹、
下見板などで腐朽や、経年によるຎ໣、割れ、欠損がみられたɻ
　内部では天井格ԑの樹ൽの剥落が目立ͭ΄か、床板表面のຎ
໣が一部にみられたɻ中央階段の手摺は、೧れにより手摺子の
؇みや䈂の୤落がみられたɻ

　外部木部の破損部は、解体して補修又は取
替えて在来のとおりに復旧したɻ木部の解体
に൐って必要な水切板金は、解体して新材で
復旧したɻまた、窓台や腰蛇腹の水切板金の
継手は、半田付けや当て板を追加して補修し、
雨水の৵入をۃ力防͙こととしたɻ
　天井格ԑの樹ൽは、剥落が進行しないよう
剥離している箇所を接着剤で止付けたɻ中央
階段の手摺は、؇みや୤落箇所を調整したɻ

建　具 　外部に面したҾ違い窓は、戸車の破損とレールの࿪みにより、
։ดに支障を来している箇所があり、全体తに建付けがѱかっ
たɻ木部は、Ҿ違い窓の下ᐽを中৺に腐朽やຎ໣が目立ち、上
げ下げ窓は։ด時にクレセントৣが当たってᐽやࢅが欠損して
いたɻガラスは、南面で割れが多くみられ、ガラスパテも経年
劣化していたɻ金具類は、Ҿ違い窓の೧子締まりやҾ手に欠失
がみられ、上げ下げ窓の吊りඥは、経年によりຎ໣し、クレセ
ントৣは回転バネの欠損が一部にみられたɻまた、回転窓を։
ดするඥはす΂て欠損していたɻ
　内部の建具は、吊戸のҾ分戸が׈車の作動ෆ良などにより։
ดできないものがあったɻ൶はᐽが۹摺や建具枠と接してຎ໣
し、௏番で軸の࿪みがみられたɻ古いശৣやѲり玉は、バネや
ビスのஎみにより、可動に支障を来しているものがあったɻ

　建具は、内部のቕࡴし窓など一部を残して
全て取外し、既存塗装を剥落した後、補修を
行ったɻ木部は、破損部を補修又は取替えて、
ガラスやガラスパテも破損部を取替えて、在
来のとおりに復旧したɻซせて、建具金具を
取外して、補修・調整・清掃を行い、破損や
欠失していたものは新調して補足したɻ補修
後、旧位置に取付けて、建付け調整を行ったɻ
なお、回転窓の։ด用のඥは補足しなかったɻ
　現状変更に൐って、東翼ਖ਼面ؔݰの྆։൶、
₂階客室ᶺ⚗、12北面二重窓のҾ違い窓をそ
れͧれ新調して取付け、₁階中央廊下東の東
端の྆։൶を撤去したɻ

塗　装 　外部の塗膜は木部、鉄部を໰わず全ൠతにୀ色や変色、劣化、
剥落が進行していたɻಛに೔当たりのよい南面の付土台や額ԑ、
敷ډ、建具などでは、木地が露ग़する΄ど剥落しており塗膜が
劣化していたɻこの΄か破損した雨樋の周囲では変色や剥落が
著にみられ、北側では表面にカビの付着が目立ったɻݦ
　内部の塗膜は経年によるຎ໣が床板や建具、階段手摺などで
目立ち、雨漏りが生͡た範囲では変色や剥落がみられたɻ外部
に面した窓際では、ࢵ外線劣化によるୀ色や変色がみられたɻ

　外部、内部、建具とも既存の劣化している
塗膜は、金ฟなどでケレンして落とし、活膜
層は表面をサンドペーパーなどで目ߥらしを
行ったɻ木部など破損部の補修後、下地処理
を行い、在来の仕様に倣って塗直したɻ内外
部とも༉性調合ペイントは、カビがൃ生しに
くいよう上塗に防カビ剤をࠞ入したɻなお、
復原した中央車寄の木部はNAD塗装としたɻ
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部　位 破　損　状　گ 修　理　方　針

設　備 　電気設備、ࣗ動火ࡂใ知設備の配線は、天井や壁などに止め
付ける露ग़配線としており、廊下など配線がू中するとこΖで
は見ۤしい状ଶとなっていたɻまた、分電盤や配電盤スイッチ、
コンセント、感知器は、耐用年数を過ぎた器具が࢖用されてお
り、配線器具やδϣイントボックスなども露ग़しており、配線
とซせて漏電火ࡂなどがݒ೦されたɻ
　照明器具のうち、ロビーのシϟンσリア₅灯は当初のものと
きや紙セードの破れがみら܏われるが、経年によりアームのࢥ
れ、フランδ飾りなどの欠失もみられたɻその΄か照明器具は、
後補に取替えや復原されたものであるが、ガラスグローブの欠
失の΄か各所に؇みや変形が生͡ており、鉄部の塗装の劣化も
みられたɻ配線やιケットは現行基४にదしたものにަ換が必
要であったɻ
用できない状ଶであ࢖ഉ水・Ӵ生設備の配管は撤去されてڅ　
ったɻ手洗器や便器などのӴ生器具は、取外して存置されてい
るものや部品の欠失が多くみられたɻ鏡や鏡下台にも欠失が多
くみられたɻ

　既存の照明器具は、一旦取外して、分解、
点検、清掃を行い、࿪みや変形、ͻび割れな
どの破損部を補修し、欠失した部品を補足し
たɻ配線、配管、ιケット、ランプは、全て
ަ換し、建物の意匠に支障がないよう可能な
限り、天井や壁内の隠ぺい配線としたɻまた、
器具には落下防止のワイヤーを取付けたɻ
　分電盤や配電盤も新規に設置し、既存のス
イッチ、コンセントやࣗ動火ࡂใ知設備はす
΂て撤去して、保存活用ܭըに基ͮいて仕様
や設置位置を見直して、࿈ܞ事ۀにおいて納
入・設置したɻ
　既存のڅഉ水・Ӵ生設備は、ࠓ後も活用上
用しないため、床上の配管などを形式のみ࢖
復旧したɻ手洗器、鏡、鏡下台などは取外し
て清掃し、欠失した部品を既製品などで補足
したɻ修理前に取外されていた器具を含めて
各客室に₁組ずͭ取付けたɻ

そのଞ 　内装のうち廊下や₂階客室に敷き込まれたリノリウムは、中
古のものがࠞ在して時୅差もあったが、いずれも経年によるຎ
໣とୀ色の΄か一部に破れや浮きがみられたɻ中央の主階段や
東階段には、当初のリノリウムが残っていたが、雷文柄のペイ
ントはຎ໣により所々剥離し、表面や基布のߗ化やͻび割れに
よる劣化も著しかったɻまた、主階段のリノリウム上に敷き込
まれたカーペットは、経年によるຎ໣とԚ損がみられたɻ
　石積布基礎の各部に設置された換気口グリルは、塗装が剥落
して鉄部の腐蝕が進行し、ர鉄透かしூりの一部に欠損がみら
れたɻಛに、北面の竪格子グリルは下枠の腐蝕が著しかったɻ
　外部窓枠廻りや蛇腹の水切りなどの板金は、各所で継ぎ目に
伱間が生͡、浮きや変形がみられたɻ
　暖࿍の煉瓦化粧目地や煉瓦積は所々に剥落や欠損がみられ、
࿍ԑ内の床タイルは下部の煉瓦の割損によりタイルに割れが生
͡ているݸ所があったɻまた、便所やཋ室のタイルは、浮きや
剥落、欠失しているものがあり、ಛに₂階உ子便所では床組の
腐朽により床タイル全体に浮きがみられたɻ
　カーテンはドレープ、レースڞにত࿨50年୅の修理で取替え
られたものであったが、೔মけによる色᧙せや経年劣化による
生地の解れや裂けが生͡ていたɻ

　ত࿨50年୅に敷きこまれたリノリウムは、
す΂て撤去し、新規のリノリウムに取替えたɻ
ロビーとライブラリーの塩ビシートは、現状
変更によりリノリウムに復原したɻ中央の主
階段と東西階段に敷かれたリノリウムは、ク
リーニングして存置したɻなお、主階段の当
初リノリウムは、保ޢのために養生材を敷き、
新たに床板を増し張りしたうえで、新規に雷
文柄を印࡮したリノリウムを敷き込んだɻ
　換気口グリルは、取外して欠損部や腐蝕部
を溶接補修し、塗装を塗直して復旧したɻ
　外部水切板金のうち解体範囲は、新規に取
替えて、破損ݸ所は半田付けなどで補修したɻ
　暖࿍の化粧煉瓦は、欠損部を切削して整形
し、新規煉瓦を接着剤にて張り付けたɻ煉瓦
化粧目地は、欠損部に覆輪目地を充填したɻ
　床タイルは、₂階உ子便所の΄΅全面を解
体し、そのଞの便所やཋ室、暖࿍床では破損
したタイルのみを解体したɻ破損タイルは新
規に取替えて復旧したɻ
　カーテンはす΂て既製品で新調したɻ
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ਤ3ô2ô1　北側石階段のଽྨのൟ৩（修理前） ਤ3ô2ô5　₂階客室№₄の漆喰壁の割れ（修理前）

ਤ3ô2ô2　東翼南東隅柱の腐ḝ（付柱・胴蛇腹解体ޙ） ਤ3ô2ô6　Ӎ樋प囲の木部΍塗装のྼ化（修理前）

ਤ3ô2ô3　東翼大棟のӍ࿙りࠟ及びԠٸ修理状況（修理前） ਤ3ô2ô7　塗装の剥མ及び窓ガラスの割れ（修理前）

ਤ3ô2ô4　スレートの割ଛ及び軒樋のด࠹（修理前） ਤ3ô2ô8　ロビーシャンデリアのηーυのഁଛ（修理前）
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ୈ 3અ　耐震਍断と補強方針

₃ʵ₁　検౼方針と検౼結Ռ
平成26年度からཌ年度にかけて、ʮ重要文化ࡒ旧三笠
ホテル耐震਍断事ۀʯを࣮施し、各छの調査結Ռを基に、
建物の耐震基礎਍断を行ったɻ耐震਍断は、現行建築基
४法のॾ規定をߟࢀに、ʮ重要文化ࡒ（建造物）耐震਍
断ࢦ針に܎るࢦ針・要ྖʯ（文化ி文化ࡒ部）に४͡て
行ったɻ旧三笠ホテルは、ෆಛ定多数の来ؗऀが利用す
る建造物であるため、大地震動時に倒յせず、生໋に重
大な֐ةを及΅さないʮ安全確保水४ʯを耐震性能確保
の目ඪとしたɻ建物が倒յしない安全限ք変位を平ۉ層
間変形角1�30としたɻ
中地震時及び大地震時の検౼は、ʮ等Ձ線形化法ʯに
よる限ք耐力ࢉܭ方法に基ͮいて、ུࢉ化された加଎度
௿ݮ率と加଎度応౴スペクトルから࠷大応౴変位の༧測
஋をٻめたɻ耐震਍断の結Ռにより、安全確保水४の目
ඪ性能を確保するまでにはࢸらず、補強が必要と൑断し
たɻなお、保存修理工事の解体中にಘられた知見を用い
て耐震ઐ໳਍断を࣮施し、࣮施設ܭにおいて耐震補強材
の設置位置の再検౼等を行い、補強Ҋを見直したɻ

₃ʵ₂　活断層から૝定される地震動と地盤調査
長野ݝでは地震被֐૝定の見直しが行われ、平成27年
₃݄にʮୈ₃࣍長野ݝ地震被֐૝定調査ใࠂॻʯを作成
しているɻ૝定地震のうち活断層を起震断層とする内陸
型では、⚖箇所の活断層に対して、破断։࢝点や断層長
さを変えて౷ܭతグリーンؔ数法や三࣍元差分法、ハイ
ブリッド法等を用いて、各地の震度をࢉ定しているɻま
た、ւ༸型では東ւ地震や南ւトラフڊ大地震を૝定し
て震度をࢉ定しているɻこれらより断層モσルの概要と、
ܰ井୔ொでの࠷大震度をまとめたのが表3ô3ô1であるɻ
建物の支持地盤状گを確認するために、建物近傍の東
西各₁箇所で機ցボーリング及びඪ४貫入ݧࢼを行っ
た（Ḽ₁）ɻこの΄か、ඪ४貫入ݧࢼの補׬として、ハン
ドオーガーボーリング⚘箇所、地盤छ別の൑定のために、
PS検層₁箇所、常時ඍ動測定₁箇所を行ったɻ
敷地の地層構成は、図3ô3ô1にࣔすとおりで、੝土以
下にઙ間ࢁの෾ग़物からなる߱下砕ᷲ物ଯ積物が確認さ
れ、ଯ積年୅は໿₁ສ年前以߱の׬新世とߟえられるɻ
表層地盤は、機ցボーリングとハンドオーガーによる調
査とも同様の܏向であったɻ表層より20ʙ25̼以ਂに、非
常に締まった状ଶのୈ₂砂᛽層（AH2）が分布していたɻ

ਤ3ô3ô1　建物प囲の૝ఆ地૚断面ਤ

̖（孔口ඪ1�ߴõ37̼、%FQ��27õ35̼） ̗（孔口ඪ2�ߴõ34̼、%FQ��29õ03N）

※14検૚・常࣌ඍಈଌఆは̖Ͱ࣮施

表3ô3ô1　௕野ݝ内及びपลの活断૚Ͱ૝ఆ͞れる地਒ಈの規໛

震ݯॾ元
૝定地震

マグニチュード
（.K）

長さ
（ᶳ）

大࠷
ࣼ܏ 位置等 ܰ井୔ொの

大震度࠷
30年以内
ൃ生確率

長野ݝຍ地西ԑ断層ଳ 7õÿ 5ÿ û5˃ ൧ࢢࢁʙ長野ࢢ ₅強 ˺⚐ˋ

઒ʵ੩Ԭ構造線（全体）ڕࢳ ÿõ5 150 60˃ 小谷ଜʙࢁསݝ ₅強 1û�

઒ʵ੩Ԭ構造線（北側）ڕࢳ ̔ ÿû 30˃ 小谷ଜʙদ本ࢢ ₅ऑ 1û�

઒ʵ੩Ԭ構造線（南側）ڕࢳ 7õ9 66 60˃ Ԭ谷ࢢʙࢁསݝ ₅ऑ 1û�

ҏಹ谷断層ଳ ̔ 79 110˃ ୢ野ொʙ平谷ଜ ₅ऑ ˺⚐ˋ

木ી຺ࢁ西ԑ断層ଳ 7õ5 û0 90˃ 木ીொ೔ٛʙ南木ીொ ₅ऑ ˺⚐ˋ

東ւ地震 ᴷ ᴷ ᴷ 中央防ࡂձٞ（2001）モσル ₅ऑ ᴷ

南ւトラフڊ大地震 9õ0（.X） ᴷ ᴷ 内ֳ෎（2012）モσル ₅強 ᴷ
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常時ඍ動測定により（図3ô3ô2）、水平成分とԖ直成分
で同様のϐークをࣔすものはަ通ৼ動のӨڹと൑断され、
水平₂成分のみで同様の܏向をࣔす0õ22から0õ23ඵ付近
が調査地盤の୎ӽ周期である可能性が高いと൑断したɻ
地盤周期が0õ2ඵʻ5Hʽ0õ75ඵに当てはまること、ୈ
ᶙछ地盤の様なೈऑ地盤構成でないことから、地盤छ別
はୈᶘछ地盤と൑断したɻ

ਤ3ô3ô2　常࣌ඍಈଌఆ݁Ռ

表3ô3ô2　֤材料のൺ重

₃ʵ₃　検౼用外力のࢉ定とՍ構のモσル化
ఆࢉ用֎ྗͷ౼ݕ
ᶃ屋根・চ・น౳ͷݻఆՙॏɺੵࡌՙॏ
構造軸組の重ྔは解ੳプログラム内のࣗ動ࢉܭにより
ग़したɻ主要な材ྉ毎のൺ重を表3ô3ô2にࣔすɻࢉ
現状の仕上げ、下地材及び利用状گから固定ՙ重、積
耐震基礎（建造物）ࡒՙ重設定を行ったɻʮ重要文化ࡌ
਍断࣮施要ྖʯ（文化ி文化ࡒ部）及び各छࢿྉ（ྫݴ
ʮߟࢀ文ݙʯࢀ照）をߟࢀにしたɻ୅表తな屋根・床固
定ՙ重を表3ô3ô3に、壁固定ՙ重を表3ô3ôûにࣔすɻ
積ࡌՙ重は₂階床にډ室ՙ重（床用1ÿ00N�ᶷ、ラー
メン用1300N�ᶷ、地震力ࢉ定用650N�ᶷ）としたɻ
ᶄẂנԎಥՙॏ
煙突ՙ重は煙突断面積に高さ、ൺ重を৐͡てࢉܭしたɻ
図3ô3ô3に煙突ՙ重આ明図及びΩープランをࣔすɻまた
煙突ՙ重表を表3ô3ô5にࣔすɻ

材　ྉ ൺ　重 材　ྉ ൺ　重
木材 ç5õ0Ĳĕ�ὗ 煉瓦 20õ0Ĳĕ�ὗ
漆喰 16õ0Ĳĕ�ὗ 鉄筋コンクリート 2ûõ0Ĳĕ�ὗ

モルタル 20õ0Ĳĕ�ὗ

表3ô3ô3　֤屋根・床ݻఆՙ重（ൈਮ）

場　所 部　位 厚さ
（㎝）

重ྔ
（N�ᶷ）

合ܭ
（N�ᶷ）

屋根面

天然スレート葺き防水層ڞ û30

650下地板 2õ0� 100
垂木60角ˏû55 û0
฼屋120角ˏ909 ÿ0

₂階天井 天井ᑫԑˏ606 70 150天井 1õ5 ÿ0

廊下床
室床ډ

（₂階྆翼
部）

仕上げ・板貼り 1õ5 ÿ0
û60
ˣ
500

下地板 2õ5 130
根太60Y150ˏû55 100
天井ᑫԑˏ606 70

天井 1õ5 ÿ0

室床ډ
（₂階中央

棟）

板貼り 2õ5 130
3ÿ0
ˣ
û00

根太60Y150ˏû55 100
天井ᑫԑˏ606 70

天井 1õ5 ÿ0

トイレ
（₂階）

タイル ̍ 200

ÿÿ0
ˣ
900

モルタル 1õ5 300
下地板 2õ5 130

根太60Y150ˏû55 100
天井ᑫԑˏ606 70

天井 1õ5 ÿ0

トイレ
（̍階）

タイル ̍ 200
730
ˣ
750

モルタル 1õ5 300
下地板 2õ5 130

根太60Y150ˏû55 100

床
（̍階）

板貼り 1õ5 ÿ0

350下地板 2õ5 130
根太65Y72ˏû55 60
大Ҿ120角ˏ909 ÿ0

表3ô3ô4　壁ݻఆՙ重

場　所 部　位 重ྔ
（N�ᶷ）

合ܭ
（N�ᶷ）

外壁　̖
（̍階）

外壁দドイπ下見張り̓20、220ۊ 120
530
ˣ
550

胴ԑ 30
木摺下地̓12 60
内壁漆喰̓20 320

外壁　̗
（̎階）

階高の3öûఔ度

外壁দ南ژ張り̓15、170ۊ 90
500
ˣ
550˞

胴ԑ 30
木摺下地̓12 60
内壁漆喰̓20 320

外壁　̘
（外壁#上部）
階高の1öûఔ度

外壁漆喰̓15 2û0
710
ˣ
550˞

木摺下地̓12（û50N�ᶷ） 60
胴ԑ 30

木摺下地̓12（350N�ᶷ） 60
内壁漆喰̓20 320

外壁　̙
（̍階腰壁）

外壁腰板দॎ羽目板張り、105ۊ 90

500胴ԑ 30
木摺下地̓12 60
内壁漆喰̓20 320

内壁　̚

内壁漆喰̓20 320
790
ˣ
ÿ00

木摺下地̓12 60
胴ԑ 30

木摺下地̓12 60
内壁漆喰̓20 320

内壁　̛
（̍階腰壁）

タイル張り 320

790
木摺下地̓12 60

胴ԑ 30
木摺下地̓12 60
内壁漆喰̓20 320

内壁　̜
（̍階腰壁）

モルタル金᭳仕上げ û00

ÿ70
木摺下地̓12 60

胴ԑ 30
木摺下地̓12 60
内壁漆喰̓12 320

˞外壁̗と̘の重み付け平ۉ
̍階腰壁は地震力ࢉ定にӨڹしないため上部壁仕様と同等とした



33ୈ 3 અ　耐਒਍断と補強方਑

ᶅౝ屋ՙॏ
塔屋ՙ重は追加ՙ重として入力したɻ各部ՙ重は₂階
壁及び屋根をߟࢀとしたɻ塔屋概要図を図3ô3ôûにࣔすɻ
塔屋の重ྔは屋根部6õ2ÿĲĕ、軸組部3õ90Ĳĕ、壁面5õ19Ĳĕ、
合15ܭõ37Ĳĕを丸め20Ĳĕの追加重ྔとして入力したɻ

ᶈ建෺ͷ஍震ྗ
中地震動の検౼は等Ձ線形化法により行われるため、
建築基४法によるڐ༰応力度設ܭを行う場合の地震力を
ग़したɻ各階の重ྔ及び建築基४法の地震ࢉとしてߟࢀ
ՙ重を表3ô3ô7にࣔすɻ

ਤ3ô3ô3　煙突ՙ重આ明ਤ及びキープラン

ਤ3ô3ô4　塔屋֓ཁਤ

表3ô3ô5　煙突ՙ重

表3ô3ô6　෩ՙ重表

レϕル ߲　目 煙突₁ 煙突₂ 煙突₃ 煙突₄ 煙突₅ 合ܭ（Ĳĕ）

3' ̬3�̬2ö2 ÿûõ7 ÿûõ7 121õ2 ÿûõ7 ÿûõ7 û60õ0

₂' ̬2ö2�̬1ö2 7ÿõ9 7ÿõ9 103õ6 106õû 106õû û7ûõ2

#ASE ̬1ö2�̬0 62õ9 62õ9 97õ5 101õ5 101õ5 û26õ3

ᶆੵઇՙॏ
ܰ井୔ொがଐする長野ݝの建築基४法施行ࡉଇ（多ઇ
区域外）にैいࣔࠂ式により垂直積ઇྔをٻめたɻ
垂直積ઇྔ̳ʹ0õ77N（̳�Ћ・MT・̲�Ќ・ST�Ѝ）
ここで、Ћʹ0õ0005、Ќʹ6õ26、Ѝ�0õ12、STʹ⚐、̲
�1õ3、ඪ高MTʹ1000Nとしたɻ
屋根ޯ配Ќʹ35度　　　より屋根形状܎数ЖCʹ0õ7ÿ
補ਖ਼垂直積ઇྔ�0õ60N（�̳・ЖC）
単位重ྔʹ20N�㎝�ᶷ
ᶇ෩ՙॏ
風ՙ重は、施行ྩୈÿ7৚及び建設লࣔࠂ平12ୈ1û5û߸
にैいࢉग़したɻ長野ݝ全域の基४風଎7P�30N�T、地
表面ૈ度区分ᶙとしてࢉग़した風ՙ重を表3ô3ô6にࣔすɻ

方向 階数
地盤面からの高さ

̯
（N）

଎度圧
̀

（N�ᶷ）

風力܎数
$G

見付け面積
̖

（ᶷ）

面の風力圧
̥

（Ĳĕ）

合ܭ風力圧
2XJ
（Ĳĕ）

̭
₂階 12õ52 ÿ65õ9 1õ200 ÿ5õ30 ÿÿõ6 ÿÿõ6
₁階 ûõÿ9 ÿ65õ9 1õ200 72õÿ0 75õ6 16ûõ3

̮
₂階 11õ25 ÿ65õ9 1õ200 203õ70 211õ7 211õ7
₁階 ûõÿ9 ÿ65õ9 1õ200 1ÿ6õÿ0 19ûõ1 û05õ7

表3ô3ô7　地਒ՙ重表

階数 ̬J
（Ĳĕ）

Є̬J
（Ĳĕ） ЋJ ̖J ̠ ̘J ̦J

（Ĳĕ）
̥J

（Ĳĕ）
₂階 167ÿ 167ÿ 0õûû3 1õ2ÿ1 0õ256 û30 û30
₁階 2112 3790 1õ000 1õ000 0õ200 75ÿ 32ÿ

ᶉ࣠૊ͷஅ໘ੇ๏
୅表తな断面寸法を表3ô3ôÿにࣔすɻ

表3ô3ô8　主ཁ部材の断面ੇ๏
部位 断面寸法 材छ 部位 断面寸法 材छ

柱
170ʙ1ÿ0ʷ1û5ʙ150
1û5ʙ150角 দ

軒ܻ 135ʙ150角 দ
฼屋 105ʙ120角　ˏ909 দ

合掌 1û0ʙ150ʷ20ÿʙ220 দ 谷木 120ʷ1ÿ0ʙ195 দ
棟木 120ʷ195 দ 隅木 90角 দ

トラス
真ଋ

1û5角、柱脚205ʷ1û5
柱಄190ʷ1û5 দ

土台 190ʙ195ʷ1û0 ජ、܀
㤸 1û5ʷ100 দ

トラス
ଋ

1û5角
柱脚1ÿ0ʙ175ʷ1û5 দ 大Ҿ 120角

60Y150　ˏû55 দ

梁
1û5ʷ270、1û5ʷ150、1û0ʙ
150角、1û5ʙ150ʷ2ÿ0ʙ315 দ

根太 65Y72　ˏû55 দ
筋ަ ÿ0ʙ150ʷ20ʙ30 দ

垂木 5ûʷ5û　ˏû55 দ

ᶊՍߏͷϞσϧԽ
イɽ耐力要素のモσル化
耐力要素のモσル化概要を表3ô3ô9にࣔすɻ

表3ô3ô9　耐ྗཁ素のモデル化֓ཁ
部　位 軸変形 曲げ変形 ઼性率 せん断変形 ઼性率
柱 #Jô-JOFBS -JOFBS 1õ0 -JOFBS 1õ0
梁 -JOFBS -JOFBS 1õ0 -JOFBS 1õ0

壁筋ަ #Jô-JOFBS ᴷ ᴷ
壁 ᴷ ᴷ #Jô-JOFBS 6õ0

水平ブレース -JOFBS ᴷ ᴷ
床版 -JOFBS -JOFBS 1õ0 -JOFBS 1õ0

ᾇ耐力壁のモσル化
下見板壁及び木摺板ԣ貼壁を耐力要素としたɻ下見板
壁、木摺壁のモσル化はʮ文化ி建造物構造࣮ݧσータ
ूʯよりʮ190ÿ北ւಓ大ֶ೶ֶ部ୈ二೶場、植物Ԃ・ത
物ؗにおける下見板壁及び板壁の性能ݧࢼʯの結ՌをҾ
用したɻ同ݧࢼ結Ռ及び採用耐力壁復元力を図3ô3ô5に
ࣔすɻ外壁は下見板壁と木摺板壁の組合せ、内壁は木摺
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板壁₂面分としたɻ してモσル化を行ったɻ各煉瓦造煙突のࣼ܏復元力ಛ性
（転倒モーメント換ࢉ）を図3ô3ôÿ及び図3ô3ô9にࣔすɻ

ᾈ筋違のモσル化
筋違は上下端部で概ね釘₂本
ఔ度で接合されていたɻҾ張圧
縮ڞ釘耐力でܾまるものとして
したɻ釘接合部はʰ木質構ࢉܭ
造設ܭ規४・同解આʱにより耐
力のࢉ定を行ったɻ

ᾊ煉瓦造煙突のࣼ܏復元力ಛ性
煉瓦造煙突は平面がൺֱత大きく、ہ部తな破յが生
͡なけれ͹建物本体とൺֱして߶体に近いڍ動となるこ
とが༧૝されるɻہ部తな่յを཈੍する補修を行う事
を前ఏに煉瓦造煙突がࣼ܏復元力のಛ性を有するものと

ロɽ全体のモσル化
基本తに整合した解ੳモσルの部材設定を行ったɻ小
屋組にͭいても同様にモσル化を行ったɻ既存建物の耐
震਍断としては、中央車寄及び東翼車寄の復原はྀߟし
ないこととしたɻ補強前モσルを図3ô3ô10にࣔすɻ

ਤ3ô3ô8　煉瓦煙突̭方ࣼ܏޲復ྗݩ

ਤ3ô3ô9　煉瓦煙突̮方ࣼ܏޲復ྗݩ

ਤ3ô3ô10　補強前モデルਤ

ਤ3ô3ô6　筋違端部釘
止Ί֓೦ਤ

ᾉ既存屋根、水平構面のモσル化
屋根板下地及び₂階床板下地はそれͧれ垂木、根太上
に釘打ちとなっていたɻ床板仕様は概ね࣍の৚݅としたɻ
࣮測より床板厚2û㎜、板෯˺220㎜、板長さ1ÿ15㎜、垂
木断面5ûʷ5û㎜、垂木ϐッチˏû55㎜としʰ఻౷త構法
のための木造耐震設ܭ法ʱにより水平構面の復元力を作
成したɻࢉܭ上は概ね変形角1�30ఔ度の߶性を有する等
Ձ線形߶性としたɻ水平構面の復元力と採用した等Ձ߶
性のؔ܎を図3ô3ô7にࣔすɻ

ਤ3ô3ô5　݁ݧࢼՌ֓ཁと࠾用壁耐ྗ復ྗݩ

ਤ3ô3ô7　水平構面の復ྗݩ及び࠾用等Ձ߶性

1/30
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₃ʵ₄　現状建物の耐震性能
大地震時に対して、筋違、木摺壁、腰壁、垂壁を耐震
要素とした場合の建物耐力のࢉग़を行い、限ք耐力ࢉܭ
により各階、各方向の応౴層間変形角をࢉग़したɻ
クライテリアとして࠷大層間変形角　1�30　としたɻ
煙突ՙ重にͭいては本体と分離することが೉しいと൑
断したためՙ重・߶性（ࣼ܏復元力）をྀߟした結Ռを
ࣔしたɻ解ੳは、߶性の௿いྖ域（ෛޯ配ྖ域含む）を
有するモσルのため変位増分解ੳを用い、著しく解ੳが
ෆ安定となった時点でバイリニアモσルとしたɻ
୅表અ点は建物の中৺に近く、ਧきൈけ等ہ部తな動
きのӨڹが小さい位置として図3ô3ô11にࣔす₂階及び̧
階અ点と定めたɻ

ᶃ解ੳ݁Ռ
イɽ̭方向解ੳ結Ռ
大地震時の層間変形角が₁、₂階1�15ڞでクライテリ
アの層間変形角1�30を大きく上回った（図3ô3ô1û）ɻま
た、中地震時の層間変形角は1�60以下であるものの、層
の߱伏点を௒えており、耐震要素は全面తに߱伏域にあ
ることとなったɻよって目ඪ耐震性能をຬ足せず、耐震
補強を要すると൑断したɻ風にͭいては基४法の風ՙ重
は建物の保有水平耐力以下であり耐風性能を有している
と൑断した（図3ô3ô12）ɻ
ロɽ̮方向解ੳ結Ռ
大地震時の層間変形角が₁階1�16、₂階1�1ûでクライ
テリアの層間変形角1�30を大きく上回った（図3ô3ô15）ɻ
また中地震時の層間変形角は1�60以下であるものの、層
の߱伏点を௒えており、耐震要素は全面తに߱伏域にあ
ることとなったɻよって目ඪ耐震性能をຬ足せず、耐震
補強を要すると൑断したɻ風にͭいては、基४法の風ՙ
重は建物の保有水平耐力を௒過しており耐風性能を有し
ていないため補強が必要と൑断した（図3ô3ô13）ɻ

ਤ3ô3ô11　୅表અ఺のఆٛ

̧階୅表અ఺

₂階୅表અ఺

ਤ3ô3ô12　̭方޲復ྗݩಛ性

ਤ3ô3ô13　:方޲復ྗݩಛ性

ਤ3ô3ô14　9方ݶ޲ք耐ྗ݁ࢉܭՌ
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ᶄ਍அ݁Ռ
耐震਍断結Ռ一ཡを表3ô3ô10にࣔすɻ大地震時におい
てはクライテリアである層間変形角1�30を大きく௒えて
いたɻまた、中地震時においても耐力壁要素は୹期ڐ༰
耐力を௒え、߱伏している部材が生͡ていることから耐
震補強を要すると൑断したɻ
そのଞ、煉瓦煙突がہ部తに破յしないように補強を
行う必要があるɻ

₃ʵ₅　補強方針と補強Ҋに対する検౼
補強方法は、文化ி現地ࢦ導やٞڠを踏まえて、既存
の漆喰壁をۃ力保存すること、外؍や主要な室内空間の
意匠を損ねないこと、活用上のӨڹをྀߟすることとし、
補強鉄骨フレームをू中配置する補強方針を定めたɻ
ᶃຊ体ͷ補強ํ਑
補強鉄骨フレームを西側κーンと東側κーンにそれͧ
れू中配置した（図3ô3ô16）ɻ
東側κーンでは、外部に新築するΤレϕーター棟に接
続する渡り廊下の柱・梁を補強フレームとして期଴でき
るため、内部に設置する鉄骨を̮方向（南北方向）のみ
の平面フレームとしたɻ東側外部フレームは₄本柱配置
とし、̭方向、̮方向ڞに有ޮな補強としたɻ
西側κーンでは、補強フレームを客室の四隅に₄本柱
配置とし、̭方向、̮方向ڞに有ޮな補強としたɻ
東側、西側内部の補強は、同͡ような間取りの客室が
ฒͿ中央棟（北側部分）のうち、活用上も主に管理部໳
となる部屋に配置することで、意匠やެ։時のӨڹがۃ
力小さくなるように配ྀしたɻ補強フレームまでの応力
఻ୡは床面΁の鉄筋ブレース補強、床面合板補強により
水平構面の߶性を高め、地震水平力を఻ୡさせたɻ

ਤ3ô3ô15　̮方ݶ޲ք耐ྗ݁ࢉܭՌ

表3ô3ô10　耐਒਍断݁Ռ

ਤ3ô3ô16　耐਒補強֓ཁਤ

性能にؔする߲目 クライテリア 階 ̭方向 ̮方向

大
地
震
時

層間変形角 ୅表 1ö30以下
₂ 1ö15 1ö1û

₁ 1ö15 1ö16

木造部材の耐力確認 ऴہ耐力以下 ऴہ耐力以下

中
地
震
時

層間変形角 ୅表 1ö60以下
₂ 1ö97 1ö105

₁ 1öÿ7 1ö63

木造部材の耐力確認 ୹期ڐ༰耐力以下 耐震要素が߱伏

補強の༗ޮな方޲

東側外部鉄骨補強フレーム

西側内部鉄骨補強フレーム 東側内部鉄骨補強フレーム
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ਤ3ô3ô17　内部補強鉄骨֓ཁਤ

ਤ3ô3ô18　外部補強鉄骨֓ཁਤ

ᶄ֤෦ͷߏ଄補強ํ਑
イɽ西側内部鉄骨の補強方針
基礎梁は床下に鉄骨梁をܨぎ、既存耐圧版上に設置し
たɻ転倒により生͡るҾൈ力に対しては地盤アンカーを
柱近傍に設け఍߅させたɻ
ロɽ東側内部鉄骨の補強方針
基礎梁は床下に鉄骨梁をܨぎ、既存耐圧版上に設置し
たɻ転倒により生͡るҾൈ力に対しては地盤アンカーを
柱近傍及びԆ長に設け఍߅したɻ

ニɽ̎階床の構造補強方針
建物各部の地震時水平力は、各部の既存耐力壁のせん
断耐力を௒える水平力は床面の߶性により各鉄骨フレー
ムまで఻ୡさせたɻ₂階床面の߶性は既存板床߶性のଞ、
྆翼の一部を床上合板張り、そのଞ床面に配置する鉄筋
ブレースにより߶性、耐力を増大させたɻ
ホɽ屋根の構造補強方針
屋根レϕルの߶性は屋根の小屋組（寄棟）のトラスޮ
Ռを期଴して߶性をྀߟし、既存野地板の߶性をྀߟし
たɻ水平߶性がෆ足する分は、小屋内に鉄筋ブレースを
配置して߶性、耐力を増大させ、鉄骨フレームを配置し
た箇所以外の変形を཈੍したɻ
΁ɽ中央車寄・東翼車寄
中央車寄及び東翼車寄は、保存修理工事において復原
することとなったため、࣮施設ܭにおいてこれらの߶性
及び重ྔをྀߟした解ੳを行う事としたɻ
車寄は部分తに༧備解ੳを行い、各車寄の軸部のࣗ重
による地震力に対してあるఔ度水平力をෛ୲させ、本体
側に過大なෛ୲とならないように、組立工事でボルトや
合板により߶性、耐力を保持できるように配ྀしたɻ

ハɽ東側外部鉄骨の補強方針
基礎は鋼管杭ʴ地盤改良をซ用した工法とし、柱直下
に配置したɻҾൈ力に対しては杭のҾൈき఍߅でෛ୲し
たɻ̭方向の߶性を増大するため、中間に梁を配置したɻ
既存建物との接続部は応力がू中しないように鉄骨梁フ
レームを北側
（̮方向）にԆ
長し、ۃ力鉄骨
部材の接合範囲
を޿く確保し、
₁箇所当たりの
接続部΁のෛ୲
をܰݮするよう
に配ྀしたɻ

本体̧階
梁部材

Ӌ根付͖鋼管杭
ʴ

վྑコラム

鋼管ܕ֯

基礎ۥ体

本体₂階
梁部材

トɽ煙突の補強方針
煉瓦による組積造煙突は木造軸組構造の本体とൺֱし
て高い߶性を有するが、₂階建てであることから上下階
の層間変形角の差ҟにより煙突中間に曲げが生͡るɻそ
こで各煙突の₃箇所にステンレス鉄筋を軸方向にૠ入し、
煉瓦構造体としての一体性を保持するとともに、₂階床
レϕルで生͡る曲げに対して補強を行った（Ḽ₂）ɻ
ᶅߏ଄補強ݕ౼ϑϩʔ
補強の検౼にͭいては耐震਍断と同様、限ք耐力ࢉܭ
により行うが、限ք耐力ࢉܭでは各階߶床仮定でࢉܭし、
₁質点系ৼ動モσルでධՁしたɻ
࣮際の床߶性はॊな床であるため、床面߶性をྀߟし
た立体੩త஄઼性解ੳを行い、各部の変形を確認したɻ

ਤ3ô3ô19　車寄復ݪ・補強ޙ解ੳモデル

西側内部 東側内部
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ਤ3ô3ô20　補強設ܭフロー

図3ô3ô20に補強設ܭの検౼フローをࣔすɻ

₃ʵ⚖　補強後の耐震性能
ᶃ補強ޙͷݶք耐ྗ݁ࢉܭՌ֓ཁ
₂階床及び屋根を߶とした仮定における限ք耐力ࢉܭ
結Ռの概要を以下にࣔすɻ୅表અ点は補強前建物と同様
としたɻ
イɽ̭方向解ੳ結Ռ
߶床仮定モσルによる限ք耐力ࢉܭにおいて、大地震
時の層間変形角は࠷大で₁階が1�36、₂階が1�û0となり、
クライテリアである1�30以下であることを確認したɻ

ਤ3ô3ô23　補強̭ޙ方ݶ޲ք耐ྗ݁ࢉܭՌ

ਤ3ô3ô24　補強ޙ:方ݶ޲ք耐ྗ݁ࢉܭՌ

ਤ3ô3ô21　補強̭ޙ方޲復ྗݩಛ性

ਤ3ô3ô22　補強̮ޙ方޲復ྗݩಛ性
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ਤ3ô3ô25　補強̭ޙ方₂޲階୅表અ఺Ԡ౴มҐ࣌มҐਤ ਤ3ô3ô26　補強̮ޙ方₂޲階୅表અ఺Ԡ౴มҐ࣌มҐਤ

中地震時は₁階が1�1û7、₂階が1�265でありクライテ
リア1�60以下であること、応౴஋はୈ一折れ点（層の߱
伏点）をे分下回っていることからクライテリアをຬ足
すると൑断したɻ建築基४法の風ՙ重に対してはे分な
耐風性能を有していると൑断した（図3ô3ô21）ɻ
ロɽ̮方向解ੳ結Ռ
߶床仮定モσルによる限ք耐力ࢉܭにおいて、大地震
時の層間変形角は࠷大で₁階が1�33、₂階が1�3ûとなり、
クライテリアである1�30以下であることを確認したɻ
中地震時は₁階が1�1û7、₂階が1�159でありクライテ
リア1�60以下であること、応౴஋はୈ一折れ点（層の߱
伏点）をे分下回っていることからクライテリアをຬ足
すると൑断したɻ建築基४法の風ՙ重に対してはे分な
耐風性能を有していると൑断した（図3ô3ô22）ɻ
ᶄ₂֊চ໘ٴͼ屋根໘߶ੑΛྀ֤ͨ͠ߟ෦มܗͷݕ౼
限ք耐力ࢉܭでは床面及び屋根面を߶としてࢉܭを行
うが、࣮際の床面及び屋根面は߶ではなく床面及び屋根
面の板材、根太、垂木、接合金物（釘等）によりॊೈ性
を有しているɻそこで建物全体の耐震性能をあるఔ度確
保しͭͭ、ہ部తな変形にͭいては一定の৚݅をຬたす
ことでクライテリアを௒える変形をڐ༰し、過大な床面、
屋根面補強とならないように配ྀしたɻہ部తにクライ
テリアを௒える変形に対しては以下の৚݅をຬ足するか
確認を行ったɻ
ʪہ部変形に対する検౼事߲ʫ
・既存軸組の変形能力をྀߟし、ہ部の層間変形角を
1�20以下とするɻ
・変形による̥ʵЎޮՌにより急ܹな耐力௿下が生͡な
いように柱の内法高さ（垂壁ʙ腰壁間高さ）における
変形が柱ܘを上回らないことɻ

部変形が生͡る部分は床面、屋根面の水平߶性によہ・
り補強部材まで఻ୡされるため、床面のせん断耐力が
残存していることɻ
イɽ̭方向検౼結Ռ
非߶床モσルによる੩త஄઼性解ੳによる各部の変位
を確認したɻ₂階、:01通り付近では࠷大層間変形角
1�27となりクライテリアである1�30を௒えている部分が
あるが、既存耐力壁の変形性能以下（1�20以下）の変形
角であること、柱の内法高さの範囲で変形は柱ܘ以下で
あり̥ʵЎޮՌによる耐力௿下が生͡ない範囲であるこ
と、₂階床面のせん断耐力、及び水平ブレースのෛ୲࠷
大軸力が߱伏耐力以下であることから、ہ部తな変形が
クライテリアを௒えていることにͭいて安全性に໰୊な
い範囲であると൑断し、耐震補強ྔはଥ当であると൑断
した（図3ô3ô25）ɻ̧階にͭいては非߶床モσルにおい
ても࠷大層間変形角は1�36となりクライテリアである
1�30以下であることを確認し、耐震補強ྔはଥ当である
と൑断したɻ
ロɽ̮方向検౼結Ռ
非߶床モσルによる੩త஄઼性解ੳによる各部の変位
を確認したɻ₂階、̧階の901通り付近では࠷大層間変
形角1�22となりクライテリアである1�30を௒えている部
分があるが、既存耐力壁の変形性能以下（1�20以下）の
変形角であること、柱の内法高さの範囲で変形は柱ܘ以
下であり̥ʵЎޮՌによる耐力௿下が生͡ない範囲であ
ること、₂階床面のせん断耐力、及び水平ブレースのෛ
୲࠷大軸力が߱伏耐力以下であることから、ہ部తな変
形がクライテリアを௒えていることにͭいて安全性に໰
୊ない範囲であると൑断した（図3ô3ô26）ɻ階段付近で
は、ਧきൈけのӨڹで̧階層間変形角1�22となり、クラ

૚間มҐЎʹ175ᶱ、૚間ม֯ܗɿ1�23
内๏2͞ߴó705ᶱ�23ʹ118ᶱʽ柱150ʹܘᶱ 0,

૚間มҐЎʹ168ᶱ、૚間ม֯ܗɿ1�24
内๏2͞ߴó705ᶱ�24ʹ113ᶱʽ柱150ʹܘᶱ 0,

୅表અ఺૚間มҐЎʹ124ᶱ
૚間ม֯ܗɿ1�33

૚間มҐЎʹ152ᶱ、૚間ม֯ܗɿ1�27
内๏2͞ߴó705ᶱ�27ʹ100ᶱʽ柱150ʹܘᶱ 0,

୅表અ఺૚間มҐЎʹ113ᶱ
૚間ม֯ܗɿ1�36

૚間มҐЎʹ138ᶱ、૚間ม֯ܗɿ1�29
内๏2͞ߴó705ᶱ�29ʹ94ᶱʽ柱150ʹܘᶱ 0,
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イテリアである1�30を௒えている部分があるが、既存耐
力壁の変形性能以下（1�20以下）の変形角であること、
壁付柱で̥ʵЎޮՌによる耐力௿下が生͡ない範囲であ
ること、₂階床面のせん断耐力、及び水平ブレースのෛ
୲࠷大軸力が߱伏耐力下であることから、ہ部తな変形
がクライテリアを௒えていることにͭいて安全性に໰୊
ない範囲であると൑断し、耐震補強ྔはଥ当であると൑
断したɻ
ᶅమࠎ補強෦ࡐͷݕ౼
୅表として、西側補強鉄骨フレームの検౼を図3ô3ô27
にࣔすɻクライテリアとなる₁階の層間変形角が1�30変
形時の応力に対する検౼をࣔすɻ増分解ੳ時に各鉄骨断
面には߱伏モーメントにୡした際にヒンδが生͡るよう
部材耐力を入力したɻ1�30変形時の応力状ଶにおいて、
鉄骨フレームは基礎及び₂階梁が߱伏状ଶとなったɻ
基礎は圧縮側にͭいては基礎を設け、Ҿ張側は地盤ア
ンカーにより浮き上がりに఍߅したɻ地盤アンカーのҾ
ൈ力は上部鉄骨のメカニζム時浮き上がりに఍߅するこ
ととしたɻ

ਤ3ô3ô27　西側補強鉄骨̮方޲Ճྗ࣌ϝカニζムਤ

屋根上突ग़部にͭいてはہ部震度̠�1õ0に対し、煙
突が落下しないように水平アンカーで補強を行ったɻ₂
階レϕルにおいては煙突に作用するせん断力を఻ୡする
ために金物によるアンカー補強を行った（図3ô3ô31）ɻ

ᶆẂנԎಥ耐震補強
煉瓦煙突は、本体解ੳにおいて₁階柱脚部にࣼ܏復元
力のಛ性を有する部材として一体で検౼を行ったɻ煉瓦
による組積造煙突は木造軸組構造の本体とൺֱして高い
߶性を有するが、₂階建てであることから上下階の層間
変形角の差ҟにより煙突中間に曲げが生͡た（図3ô3ô2ÿ、
図3ô3ô29）ɻそこで煙突に₃カ所ステンレス鉄筋を軸方
向にૠ入し、煉瓦構造体としての一体性を保持するとと
もに、₂階床レϕルで生͡る曲げに対して補強を行った
（図3ô3ô30）ɻ曲げ補強後の検定ൺは̭方向で0õ50、̮方
向で0õ3ûと各1õ0以下であり安全であることを確認したɻ

Ḽ

₁ɽ地盤調査は、耐震਍断事ۀで行ったが、新築棟の建設に൐っ

て、保存修理工事中に࿈ܞ事ۀにおいて、建物東側で調査ボ

ーリング及び孔内水平ࡌՙݧࢼを追加して行ったɻ

₂ɽ煉瓦造の材ྉॾ元は、ʮ煉瓦造建築物の耐震਍断規४　改గ

ୈ₂版ʯに記ࡌされている壁体の強度の上限஋を用いたɻ

ਤ3ô3ô28　̭方޲煙突ۂげԠྗਤ（ĲĕN）

ਤ3ô3ô29　̮方޲煙突ۂげԠྗਤ（ĲĕN）

ਤ3ô3ô30　煙突補強֓ཁ

ਤ3ô3ô31　煙突₄の̧階及び₂階のඞཁアンカーྗ
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ୈ ûઅ　復原方針と現状変更

₄ʵ₁　復原の方針
旧三笠ホテルの建築తՁ஋は、す΂て೔本人の手によ
って造られた木造७西༸式建築として༏れた意匠や構造
であること、避ॵ地における࠷初期のホテルとして、後
世の改造がൺֱతগなく、照明やӴ生設備を含めてホテ
ル時୅のものが多く残っていることがڍげられるɻまた、
೔本を୅表する各քの໊士が数多く॓ധし、ࣾަの場と
しても࢖用され、避ॵ地ܰ井୔の近୅化を఻えるホテル
としてもྺ࢙తՁ஋があるɻ
こうしたՁ஋を踏まえ、活用ܭըの検౼段階において
も、ホテル時୅の࢟をできるだけ残し、その中で活用し
ていくことがఏҊされたɻ一方で、経Ӧऀや所有ऀ（࢖
用ऀ）が度々変わり、それに൐って建物の改造が行われ
てきたɻࠓ回の保存修理工事に൐う解体調査やࢿྉ調査
によって、後世の改造のৄࡉが概ね明らかとなったɻこ
れにより、大別して以下の₄ͭの変ભが明らかとなり、
復原年୅の検౼を行った（各時୅の平面図は、ʮୈ₅ষ　
調査事߲　ୈ₁અ　建設後の改造と変ભʯの図5ô1ô1ʙ
図5ô1ôûをࢀ照）ɻ
ᶗɿ建築当初（明࣏3ÿ年）
ᶘɿ中古₁（大ਖ਼15年ʙত࿨初期）
ᶙɿ中古₂（ত࿨前期ʙত࿨ûÿ年）
ᶚɿ修理前（ত࿨û9年ʙྩ࿨元年）
ホテル時୅に復原することを軸に検౼した結Ռ、中古
₁（大ਖ਼15年ʙত࿨初期）に復原することとしたɻその
理༝は、ダイニングルームをロビー΁変更し、その外側
に車寄ؔݰを設けてメインΤントランスとしたことで、
ホテルΤントランスとしての構えが整ったこと、また、
南側の廊下を客室のෟ室に取り込み、す΂ての客室に手
洗器と鏡が設置されるなど、客室の機能が充࣮したこと、
さらに、ਖ਼面中央のバルコニー付き車寄を復原すること
で、ホテル入口の当初からの変ભが࢕えることがڍげら
れるɻ
一方で、本ؗの東側や北側に接続していた食ಊ棟やཋ
室棟などの付ଐ棟は、移築時に撤去されて現存しておら
ず、ৄࡉがෆ明な点や敷地の੍限もあり復原は行わない
こととしたɻそのため、復原年୅の形式とはҟなる点も
あるが、付ଐ棟が接続していた本ؗの։口や外壁は、₁
階中央廊下東端を除き、修理前のままとしたɻまた、内
装のうち床板は、ホテル時୅の客室としてలࣔする客室
ᶺ1ÿのみ復原し、それ以外は、活用による土足利用΁の
変更による当初床板材の保ޢのため、修理前と同様の二
重板張りを復旧したɻ

₄ʵ₂　現状変更
前ड़のように、部分తに活用上の整備箇所があるもの
の、基本తには大ਖ਼຤からত࿨初期の形式に復原する方
針として要旨とઆ明をまとめて現状変更ਃ੥ॻを作成し、
それに必要なࢿྉ、図面、写真をఏग़したɻなお、現状
変更の根ڌとなる痕跡などのઆ明は、ʮୈ₅ষ　調査事
߲　ୈ₂અ　痕跡と復原ʯでৄड़するɻ
આ໌ߋঢ়มݱ
旧三笠ホテルは、ܰ井୔ொの北陸新װ線ܰ井୔Ӻより
北΁໿3õ5Ωロメートルの通শ三笠の地、二方をࢁに囲
まれた南下りの؇いࣼ܏地に建ͭɻ
三笠ホテルは、明࣏26年に࣮ۀ家ࢁ本直良の෕直成が
当地をߪ入したことに࢝まるɻ経ӦをҾき継いだ直良は
当初ཙ೶経Ӧをࢼみたがうまくいかず、ホテル経Ӧに切
り替えた（Ḽ₁）ɻ
建築の設ܭはԬ田時太࿠が行い、施工は棟梁を地元の
大工小ྛ୅造、෭棟梁をఋの小ྛࣣ޹が੥けෛい、現在
のສ平ホテル૑ऀۀのࠤ౻ສ平が؂ಜを຿めるなど೔本
人の手により建築を行った（Ḽ₂）ɻ明࣏3ÿ年₃݄27೔に
上棟、ळࠒには׬成し（Ḽ₃）、同39年₅݄にはӦۀを։
࢝した（Ḽ₄）ɻ
建物は、敷地北西寄りに南面して建ͭɻ木造₂階建、
ܻ行û2õ3̼、梁間16õû̼で、南面中央にؔݰ庇を付し、
東西྆翼をਖ਼面に突ग़させるなどࠨӈ対শの構成を基本
とするが、西面に半ീ角形の便所を突ग़させ一部ࠨӈ対
শを่すɻ
構造は、側廻りは石積布基礎上に土台を据え（Ḽ₅）、
隅の通し柱と管柱、間柱を立て、胴差、ܻ、筋違で固め
るɻ小屋組は中央棟をΩングポストトラス、東西翼をク
イーンポストトラスとするɻ屋根は現状は人工スレート
葺の寄棟造で（Ḽ⚖）、西面張ग़部にീ角形の塔屋をࡌせ、
ਖ਼面中央と東西翼中央、എ面中央に飾り破風を設け、棟
頂部にはઑ塔飾を据えるɻ外壁は軸部や胴蛇腹、窓額ԑ
など木構造を強調したスティックスタイルを基調とし、
壁板は下見板張で（Ḽ⚗）、軒はগし突ग़させ持ૹりで支
持するɻ窓はガラス窓Ҿ違एしくは上下窓として₁階に
はアーチ形のཝ間を付け、ガラスに᧪状にࢅを付すɻ൶
はਖ਼面ؔݰを丸形にガラス枠をቕめたҾ分の板戸とする
ଞはย։板戸とするɻ
平面は、中央棟は南に廊下、北に客室をฒ΂、྆翼は
中廊下の東西に客室をฒ΂る形を基本とするɻ₁階は中
央南にؔݰ、北にགྷ場付き྆折ฦしの主階段を置き、主
階段の東にライブラリー、෭階段、廊下、リビングルー
ムをฒ΂、東翼南にロビーを配する（Ḽ⚘）ɻଞは客室と
するɻ₂階は全て客室である（Ḽ⚙）ɻ₁、₂階とも西の
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突ग़部は便所で、޿い前室とݸ室の便所よりなり、水洗
の༸式便器を据える（Ḽ10）ɻ内装は、床は板張で₁、₂
階廊下と階段、₂階客室はリノリウム敷（Ḽ11）、₁階ロ
ビーとライブラリーは周囲をԑߕ板張とする塩ビシート
敷とするɻ壁は漆喰塗で෯木と腰見切ԑを८らし、天井
は木組板張天井だが、₂階の西翼周ลの客室天井を成形
材による木組天井とするଞは、ࢅにൽ付きのࡶ木半割丸
太を用いる（Ḽ12）ɻロビーはಛ別に内装をڽらし、ಠ立
柱や天井の化粧梁にはモールσィングを施し、窓にはদ
と௽のூ刻、三笠ホテルのマークを৅ったカーテンボッ
クスを取り付ける（Ḽ13）ɻ便所と便所前廊下、全ての客
室には手洗器を付し（Ḽ1û）、主要室であるロビーとライ
ブラリー、東西翼の客室及び二階北面中央東寄りの₂室
には暖࿍を設け（Ḽ15）、₁階の޿い客室₂室には༸式便
器付のཋ室を付すɻ
建築当初は、原位置よりおよそ50̼΄ど南東の位置に
建っており、南に೔本ఉԂ、北にプールを持ͭなど޿大
な敷地を有していたɻ当初は東と北にෟଐ屋が取り付き、
東は子ڙ༡ٔ室、北はཋ室で₂箇所の廊下で接続してい
た（Ḽ16）ɻਖ਼面中央ؔݰにはバルコニー付車寄を付し、
主階段西はフロントと事຿室、現ライブラリーは応接室、
現ロビーは食ಊであったとみられる（Ḽ17）ɻ外壁塗装は
軸部ೱ灰色、壁板灰白色で（Ḽ1ÿ）、屋根は天然スレート
葺であったɻ客室には当初ཋ槽や手洗器はなく、便所や
便所前廊下に手洗器があるのみであった（Ḽ19）ɻ
その後、明࣏39年⚘݄には北西に೔本ؗ（Ḽ20）、大ਖ਼

₃年には東側ࢁ上に別ؗを建築、Ӧۀ։࢝するなど建物
の増設を行い（Ḽ21）、本建物もライブラリーの北に多角
形の張ग़部を設け、ෟଐ屋の増築などを࣮施した（Ḽ22）ɻ
大ਖ਼1û年12݄に経Ӧが明࣏屋の手に移りג式ձࣾ三笠
ホテルとなりïḼ23ð、大きな改変を行ったɻؔݰをਖ਼面中
央から東翼΁移し、食ಊ（現ロビー）をホールに改め前
面に車寄を付加しग़入口を設けてメインΤントランスと
したɻ中央ؔݰはサブΤントランスとなり、ෆ要となっ
た主階段西のフロント、事຿室の間仕切を改変し、ཋ室
付きの客室にしたɻ西翼₁、₂階、東翼₂階の南側廊下
に間仕切壁を設けて客室のෟ室としたɻ客室ᶺ17をᶺ1ÿ
の前室とし、中央に間仕切を設けて西半をཋ室としたɻ
各客室には手洗器と鏡を設けたɻ東や北方東寄のෟଐ屋
を改修して食ಊやञ場、調理場、૔庫、配હ室としたïḼ2ûðɻ
外壁塗装も現状の୶ԫ色と஡色に改めたïḼ25ðɻその後、
ত࿨11年までにਖ਼面中央の車寄を撤去し現状のยྲྀれの
庇としたïḼ26ðɻ
ত࿨19年にはઓ૪のためӦۀをٳ止、一時外຿লܰ井
୔ग़張所となり、ઓ後ถ܉が接収し、同27年の接収解除

後は、໊শを三笠ハウスと改めてホテルのӦۀを再։し
たïḼ27ðɻ三笠ハウス時୅は大きな改変はなく、同û5年10
݄にホテルをഇۀしたɻ
その後、同û7年にはג式ձࣾ೔本長期৴用ۜ行の所有
となり、ཌ年໿50̼北西΁曳家したïḼ2ÿðɻその際、東の
調理場や食ಊ等、北のཋ室のෟଐ屋、ライブラリーの北
面張ग़部が撤去され、屋根天然スレート葺の人工スレー
ト΁の葺替が行われ、東翼のؔݰ車寄を撤去して当初の
壁と窓に復原するなどの整備が行われたïḼ29ðɻত࿨55年
にはܰ井୔ொの所有となり、₅݄31೔付けで重要文化ࡒ
となり、同57年と59年に保存修理工事に൐い内装の復原
を行い、現在にࢸるïḼ30ðɻ
回の修理に൐う調査によって、以上のような当初のࠓ
࢟とその後の変ભが概ね明らかとなったɻ旧三笠ホテル
は、೔本人による本格७༸風ホテルであり、内外とも充
࣮した意匠で、避ॵ地ܰ井୔の高級ホテルの有様を良޷
に఻えているɻ明࣏後期からত࿨初期までঃ々に充࣮を
図ったӴ生ಃ器や家具が良޷に残存しているのもو重で
あるɻよって、ホテルとしての機能が࠷も充࣮したত࿨
初期の࢟に復するɻただし、北、東側のෟଐ屋やライブ
ラリーの北の張ग़部とその取付部は、土地の੍໿から現
状のままとし、床の復旧は客室としてެ։する部屋で࣮
施し、これ以外は現状を存置するïḼ31ðɻ
ࢫཁߋঢ়มݱ
一　ਖ਼面中央ؔݰの庇を撤去し、バルコニー付き車寄を

復するɻ
二　東翼ਖ਼面に車寄ؔݰを復するɻ
三　₁階中央廊下東端の壁及び྆։൶を撤去して։์に

復し、外部の石段を撤去するɻ
四　各室の内装を࣍のように復するɻ
（一）　₁階ロビー内壁及び腰壁を白漆喰塗から玉子漆

喰塗に、腰壁に竪子を復旧し、床の塩ビシート
敷をリノリウム敷に復するɻ

（二）　₁階ライブラリー内壁を白漆喰塗から鼠漆喰塗、
腰壁を白漆喰塗から玉子漆喰塗に復旧し、床の
塩ビシート敷をリノリウム敷に復するɻ

（三）　₁階客室ᶺ1ÿ主室及び前室の床をԑߕ板張から
板張に復し、ෟ室のリノリウム敷を復するɻ

（四）　₁階西翼廊下南端及び₂階東西翼廊下南端のリ
ノリウム敷の範囲を旧規に復するɻ

₁階ロビー、ライブラリー以外の部屋及び廊下　（ޒ）
の腰壁を白漆喰塗から玉子漆喰塗に復するɻ

₂階客室ᶺ⚗及びᶺ12北面のҾ違ガラス窓を二重の　ޒ
Ҿ違ガラス窓に復するɻ

࿡　屋根の人工スレート葺を天然スレート葺に復するɻ
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₁ɽԊֵはʰܰ井୔の近୅建築ୈ一ใ三笠ホテル文化ֶӃ建築Պ

研ڀใ木の࣮ᶺ₂ （ɦ文化ֶӃ建築Պ1971年、以下ʰܰ井୔

の近୅建築 ）ɦによるɻ明࣏26年、ୈेࠃޒ立ۜ行の໾һで

あったࢁ本直成がങい取った10ສ௶の土地を、長உのࢁ本直

良がৡりडけて։ൃしたɻ一面૲野であった地にཙ೶を中৺

とした೶場をܭըしたが火ࢁ灰地のためదさず、ホテル経Ӧ

に切り替えたɻまた、༼を築いてژ౎からಃ工ٶ઒߳ࢁをট

いて三笠মを作り、あけびࡉ工などをߟҊして旧ܰ井୔にग़

ళした三笠঎ళでൢചしていたɻ

₂ɽ建築ؔऀ܎は小屋組の上棟棟ࡳによるɻ（ઑ಄形、成1ó061㎜、

෯206㎜、厚25㎜、マπ）

　　（表）裏はなしɻ

　　　明࣏三ेീ年　　　ٕࢣ　　　　　棟梁

　　　上棟ࢁ　　ࡇ本直良　　Ԭ田時太࿠　　小ྛ୅造

　　　三݄二ेࣣ೔　　　؂ಜ　　　　　෭棟梁

ࣣ޹ສ平　　　小ྛ౻ࠤ　　　　　　　　　　　　　　

　　　施主のࢁ本直良（1ÿ70ʙ19û5）は、೔本༣ધやेۜޒ行、

明࣏製՛の重໾を຿めた࣮ۀ家で、෉人は作家有ౡ෢࿠のຓ

であるɻ

　　　設ऀܭのԬ田時太࿠（1ÿ59ʙ1926）は、工部ল鉄ಓہ、文

部লޏ等を経てୢ野金ޗにࢣ事し、೔本ۜ行本ళの工事現場

主೚を୲当したɻ明࣏32年Ԭ田工຿所を։設し、三笠ホテル

ॡ工前の同3ÿ年にはຬभ大࿈ࢢにڌ点を移し活༂したɻ現存

作品にシϟトーカϛヤ旧ৢ造場施設（明࣏36年建築、重要文

化ࡒ）があるɻ

　　　小ྛ୅造ࢯはܰ井୔旧ಓにॅむ大工で、外ࠃ人別૳の建築

をした経ݧで本工事を੥けෛったが、見積もり違いで損֐を

被り、ఋの小ྛࢯࣣ޹にҾき継がせたというɻボイラー室や

三笠ম༼場上屋などのෟଐ建物や別ؗは地元の大工後౻良造

が੥けෛったと఻わる（h ܰ井୔の近୅建築 ）ɦɻ

₃ɽ上棟は上棟棟ࡳによるɻ明࣏3ÿ年10݄17೔付けಡച新ฉに三

笠ホテルのࠂ޿がࡌܝされており、ळࠒには׬成したとみら

れるɻ

₄ɽʮ3E(*S5E3�5HE�.*,ASAHO5E-ʯ（以下、ʮ三笠ホテル

॓ധ台ாʯ）には、明࣏39年₅݄29೔より॓ധऀの記ࡌが࢝

まるɻ当初はࢁ本直良の直Ӧであったが、੺字続きであった

ため大ਖ਼₄年から12年までদ田支配人がआりडけてӦۀして

いた（h ܰ井୔の近୅建築 ）ɦɻ

₅ɽত࿨û9年の曳家時に石積布基礎と一階の床組、腰壁を全て解

体し、新たにコンクリートのϕタ基礎を設置して元の石積を

復旧し、内部は礎石の୅わりにコンクリートのಠ立基礎を据

えて床組を復旧したɻ

⚖ɽ大棟や隅棟、谷部、塔屋屋根はѥԖ鉄板葺であるɻ

⚗ɽ₁階は板を合ႊりにして突き合わせるドイπ下見板張り、₂

階は羽重ねにする南ژ下見板張りとするɻ

⚘ɽ現状の部屋໊শは三笠ハウスパンフレット所収のʮ三笠ハウ

ス（通শ三笠ホテル）平面図ʯ（ܚጯٛक़大ֶ෱ᖒ研ڀセン

ター所ଂ）に倣うɻ当初の部屋໊শはࢿྉがなくෆ明である

が、ג式ձࣾ三笠ホテル時୅の部屋໊শは、ʮ三笠ホテル平

面図ʯ（大ਖ਼15年ܚ、ࠒጯٛक़大ֶ෱ᖒ研ڀセンター所ଂ）

よりわかるɻ現ロビーは当初食ಊであり、ג式ձࣾ三笠ホテ

ル時୅にはホール（HA--）、現ライブラリーは当初応接室

であり、ג式ձࣾ三笠ホテル時୅にはドローイングルーム

（D3A8*N(3OO.）、現リビングルームは当初ෆ明でג式

ձࣾ三笠ホテル時୅も部屋໊শがないɻ

⚙ɽ客室は全てྡ接する客室の間仕切に൶を設けて、コネクティ

ングルームとするɻ三笠ホテル॓ധ台ாからも当初からྡ接

する客室をコネクティングルームとして࢖用していたことが

わかるɻ

10ɽ便所ݸ室の༸式便器上部天井付近に木製の貯水タンクを設置

しているɻ便器や便座、タンクの一部はӳࠃの58:'O3D

ࣾ製で当初とみられるɻ当初はެڞ水ಓはなく、ࢁの水をҾ

いてࣗ家水ಓとして࢖用していたと఻わる（h ܰ井୔の近୅

建築 ）ɦɻ便所の床及び腰壁は現状白タイル張だが当初はリノ

リウム敷で、₂階உ子便所床タイルの下より当初とみられる

柄入りのリノリウムが確認されたɻ大ਖ਼1û年ࠒ現状の白タイ

ル張に変更したことが₂階便所タイルの手洗器とタイルの伱

間に詰められた新ฉ紙ย（大ਖ਼1û年11݄₂೔付け）よりわか

るɻ₁階便所タイルはত࿨û9年曳家時に更新されているɻ

11ɽ主階段には当初とみられるボーダーに雷໲をඳいたリノリウ

ムが残るɻ東側෭階段のリノリウムも当初とみられるが、西

側のものはত࿨55年以前に同໲で張り替えたɻ主階段はリノ

リウム上にত࿨60年に੺フェルトカーペットを仮設しているɻ

12ɽൽ付きのࡶ木半割丸太にはシラカバ、サクラ、マπなどを࢖

用しているɻ上棟後に設ऀܭのԬ田時太࿠がຬऱ΁去り、施

主のࢁ本直良の޷みで造作が変えられた部分があると఻わる

（h ܰ井୔の近୅建築 ）ɦɻ客室のうちᶺ11、1ûʙ17は成形材に

よる木組天井とするɻ

13ɽカーテンボックスの上部にはদと௽のூ刻を取り付け、その

中央に₃ͭの笠と̢、̝を隠し文字にしたը家有ౡ生അσβ

インの三笠ホテルのマークが取り付くɻ有ౡ生അはࢁ本直良

のࢁ࠺本Ѫ子のܑにあたるɻ

1ûɽ₁階便所と便所前廊下に設置している₃基の手洗器は、裏印

よりӳࠃの58:'O3Dࣾ製で当初のものとみられるɻ客室

の手洗器は大ਖ਼以߱に新設したとみられ、大半が໊古屋製ಃ

所製（大ਖ਼⚙年よりઓ前ࠒまで製造）で、一部に東༸ಃ器製

（ত࿨₃年より同36年ࠒまで製造）があるɻ₂階便所の手洗

器も東༸ಃ器製（大ਖ਼10年よりত࿨₃年まで製造）であるɻ

15ɽ暖࿍のない部屋はストーブがあったとみられるɻストーブは

現存せず設置時期はෆ明だが、北面の壁にはഉ気口が設けら

れ一部にഉ気౵が残るɻ

16ɽ東のෟଐ屋は工事్中で追加された子ڙ༡ٔ室（h ܰ井୔の

近୅建築 ）ɦとされるが、用్のৄࡉはෆ明ɻ現リビングル

ーム東面には配હ用とみられる窓があり旧は配હ室で、ෟଐ

屋にਥ๪があった可能性もあるɻ

17ɽ当初の様子はḼ⚘の古図面、古写真、痕跡調査等によるɻ

1ÿɽ外壁塗膜のࡲりग़し調査、古写真によるɻ

19ɽ照明設備は、現ロビーのシϟンσリアは当初とみられ、ӳࠃ

製でアセチレンガスを࢖用していたという（h ܰ井୔の近୅
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建築 ）ɦɻ後世の電化に൐いιケットが取り付くよう改造して

いるɻ大ਖ਼₃年⚗݄12೔長野電౯ٱࠤ支ࣾにより旧ܰ井୔に

電力がڅڙされ（h ܰ井୔ொ࢙ྺࢽฤ（近・現୅ฤ）ɦ によ

る）、これ以߱に電化されたとみられるɻ電化当初の配線は

ෆ明であるが、天井上に現用されていない鉄管と被覆電線、

ಃ器製プルスイッチ付きローゼット（高༄電気工ۀ所製）が

存置されているɻ客室ᶺ₁の床板にʮ電౯スイッチࠑ下アリ　

ত࿨13年⚗݄ʯという๽ॻがあることや、ローゼットの製造

時期からত࿨13年ࠒに設置されたものとみられるɻロビーの

シϟンσリア以外の照明器具は΄΅ઓ後のものとみられ、客

室のチェーン吊りやパイプ吊りのペンダントの半数以上は、

ত࿨57、59年の保存修理工事で現存するものを基に復原した

ものであるɻ

　　　また、客室の壁にはԡしボタンが取り付いており、当初よ

り電ླがあったとみられるɻ電ླはϕルが失われているため

作動しないが、有線式で天井や壁内に隠ṭ配線しているɻ壁

貫通部には஛管を、小屋裏では梁などに取り付けた木製֕子

を࢖って配線し、主階段とᶺ۝境の梁に配線がू中している

ことから階下にある現状の客室ᶺ23あたりにϕルが設置され

ていたとߟえられるɻ

20ɽ明࣏39年⚘݄₁೔付けのಡച新ฉにʮ೔本ؗ落成ʯのࠂ޿が

されているɻ三笠ホテル॓ധ台ாには、明࣏û1年より೔ࡌܝ

本ؗ॓ധの記ࡌがあるɻ೔本ؗは本ؗの後方西側に建ち、渡

廊下で結͹れていたɻ೔本ؗは明࣏û3年⚘݄の大雨によるߑ

水でྲྀ失した（明࣏û3年⚘݄1û೔付け৴ೱ毎೔新ฉによる）ɻ

21ɽ敷地後方東側のٰの上に建築ɻ三笠ホテル॓ധ台ாには、大

ਖ਼三年よりʮAOOFYʯの記ࡌがあるɻ別ؗはถ܉接収中のত

࿨26年ळ失火によりম失したɻ

22ɽৄࡉはෆ明だが古写真に写る屋根の形状ൺֱなどからঃ々に

増築を܁りฦしたものとߟえられるɻ

23ɽ明࣏屋は、明࣏1ÿ年にԣ඿で૑ۀした小ചऀۀで、事࣮上の

Ӧۀは明࣏屋の子ձࣾである中央௾が行っていたɻ

2ûɽෟଐ屋の用్は、ʮ三笠ホテル平面図ʯに記ࡌのある部屋໊

によるɻ改修のৄࡉはෆ明だが、東側のෟଐ屋はルーフバル

コニーを撤去するなど、屋根の改修を൐う大掛かりなもので

あったとみられるɻ

25ɽ内部の木部塗装は階段等のワニス塗を除き現状は୶ԫ色で、

ত࿨57、59年の修理で復原されたものであるɻしかしࠓ回修

理に൐う再度の塗膜࡯؍により、当初はワニス塗で、後に஡

色系の塗ྉを数回塗り重ねた上で୶ԫ色に塗り替えたとみら

れ、東西翼の間仕切が設置された大ਖ਼1û年ࠒには現状と同͡

୶ԫ色であったɻઓ時中以߱ೱཟ色、྘色に塗装されていた

時期もあり、重要文化ࢦࡒ定時は྘色であったɻ

26ɽ部屋番߸の変更として、ত࿨₄年以߱客室ᶺ13の記ࡌがなく

欠番となり、࠷大の部屋番߸が22から23となったことが三笠

ホテル॓ധ台ாからわかるɻ

27ɽ三笠ハウスは、ສ平ホテルのチーフであった໊ࢁ఻ฌӴが建

物をआりडけてӦۀしたɻ

2ÿɽত࿨ûÿ年のʮ長ۜܰ井୔三笠ハウス移築工事ʯの工事図面よ

り、建物の向きを൓時ܭ回りにएׯ変えながら໿50̼北西΁

曳家したことがわかるɻ工事్中の古写真も多数残るɻ

29ɽ曳家工事において、ロビーの南面中央間のؔݰग़入口を当初

の窓に復原し、後設の車寄せを撤去したɻまた、ライブラリ

ーの北側に張りग़したサンルームを撤去し、ཋ室や食ಊ、ਥ

๪などෟଐ屋΁と接続する։口部や外部の石階段を整備したɻ

一࿈の改修により、建物本体は当初の形式に近ͮいたが、外

部塗装、部屋の設えは現状のままで、ؔݰのないロビーやフ

ロントのないサブΤントランスなど、ホテルとしてはෆࣗ然

な形状となったɻ

30ɽ敷地は曳家直後は現状よりڱかったが、平成11年と平成1û年

の二度にわたり建物南側及び東側の用地を取ಘして現在の敷

地規໛となったɻত࿨57年、59年に保存修理工事、平成1û年

に屋根葺替、部分修理を࣮施したɻ

31ɽࠓ回の保存修理に൐い耐震補強として内部北側西寄りと東端

のリビングルーム位置、東側外部に鉄骨フレームを設置し水

平構面を鉄筋ブレースや構造用合板で固めるɻまた、保存活

用ܭըを作成し、ホテルとしてのެ։と活用を行う༧定であ

るɻ活用にあたっては、東外部にΤレϕーターと便所を新た

に設置し、₁、₂階廊下東端に接続するɻ客室としてのެ։

は₁階西翼の客室ᶺ1ÿで行い、ଞはカフェやలࣔスペース、

補強が入る客室はバックヤードなどに利用するɻ
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ୈ 5અ　活用方針と活用ܭըҊ

₅ʵ₁　活用の現状と՝୊
ত࿨55年（19ÿ0）の重要文化ࢦࡒ定後、同57年（19ÿ2）
より建物外部の一ൠެ։を։࢝、ཌ年から内部の一ൠެ
։を行い、修理前は年間⚗ສ人前後が๚れる有ྉ؍ཡ施
設となっていたɻ主に、໛型・ࢿྉ・パネルలࣔやؗ内
์ૹによって、三笠ホテルやܰ井୔のྺ࢙をઆ明するത
物ؗ施設であったɻまた、ホテル時୅に࢖われていた家
具を中৺に、大小合わせて100点以上をలࣔしていたɻ
近年では、年に数回、ϛニコンサートなどのイϕントを
։࠵し、ڌޫ؍点としての活用以外に地元ॅຽの文化形
成の場としての໾割もՌたしていたɻ
一方で、లࣔ施設として照明器具や暖๪器具がෆ足し
ている΄か、バリアフリー対策が՝୊であったɻ修理前
は、ؗ内に暖๪器具が一切設置されておらず、ౙ期には
ؗ内の気Թがණ点下となるなど؍ཡ؀境がѱく、各室の
用్やలࣔܭը、動線ܭըなど活用方策とซせて対策を
検౼する必要があったɻまた、建物内にؗ内移動用の車
Ҝ子を用意して対応していたが、車Ҝ子利用ऀは΄とん
ど₂階に上がることはできなかったɻ

₅ʵ₂　活用の基本方針
活用؀境強化事ۀにおいて、ྩ࿨₂年度から₂か年で、
保存活用ܭըの策定を行い、先行していた保存修理工事
の修理方針や復原方針と調整を図りながら検౼を進めたɻ
保存活用ܭըの策定は、ʮ旧三笠ホテルӡӦٞڠձʯ（Ḽ₁）

にࢾった΄か、文化ࡒ建造物や防ࡂのઐ໳家、所׋消防
ॺ、文化ிとのٞڠや現地ࢦ導をडけて進めたɻ
三笠ホテルは、ʮ避ॵʯというライフスタイルがܰ井
୔に持ち込まれ定着した時୅に、ホテル଺在という新た
な避ॵ地での過ごし方をఏҊした॓ധ施設のͻとͭであ
ったɻその後、ឯ༨曲折を経てホテルとしての໾割はऴ
わったが、文化ࡒ建造物として޿く一ൠにެ։され、現
在も多くのޫ؍客が๚れるܰ井୔の重要なڌ点となって
いるɻྩ࿨元年度より࢝まった建物の耐震補強に൐う大
規໛な保存修理工事をܖ機に、旧三笠ホテルは、ホテル
としての機能が整った大ਖ਼຤期からত࿨初期の࢟΁と復
原されることとなったɻ
活用における基本方針は（Ḽ₂）、ԟ時のง囲気を来ؗ
ऀが体感できる文化ࡒ建造物として活用していくことと
したɻまた、文化ࡒ建造物としてのྺ࢙やಛ௃を改めて
分かりやすく఻えることで、来ؗऀがそのՁ஋にͭいて
理解をਂめられるようにするとともに、ܰ井୔ޫ؍のͻ
とͭのڌ点施設΁リニューアルすることとしたɻ

具体తに目ඪとする߲目を以下に箇৚ॻきで追記するɻ
・೔本における࠷初期の本格తな西༸式ホテルである文
化ࡒతՁ஋にͭいて来ؗऀの理解をਂめるɻ
・近୅以߱に避ॵ地としてൃలしたܰ井୔ொにおいて、
それまで主ྲྀであった別૳଺在に加えてホテル଺在と
いう形をいちૣく取り入れた施設としてのྺ࢙を఻え
るɻ
・所有ऀや用్の変更に൐って行われた改装や改築を解
આすることで、建物が࢖用を続けながら残されてきた
ྺ࢙を఻えるɻ
・๛෋に残る家具類を用いて、ホテルとしてのง囲気を
再現するలࣔを行うɻలࣔの一部は、࣮際に座ったり
手を৮れたりすることも検౼し、来ؗऀの体ݧや体感
も重視するɻ
・来ؗऀが腰を落ち着けて଺在できるスペースを作るこ
とで、Ӧۀしていた時୅の過ごし方を૝૾し、同͡視
線で建物をோめられるよう工෉するɻ
・文化ࡒ建造物΁の理解をਂめるため、音੠ガイドやө
૾など、文字以外のπールも用いた解આを行うɻ
・୭もが文化ࡒ建造物に਌しめるよう、可能な限り建物
及び敷地΁のアクセシビリティを高めるɻ
・近୅以߱、大きく変化した周囲のࣗ然؀境を解આする
ことで、文化ࡒ建造物と周ล؀境とのؔ܎性にͭいて
来ؗऀに఻えるɻ
・ொ内にあるඒज़ؗなどଞ施設と࿈ܞを図ることで、ܰ
井୔ޫ؍におけるͻとͭのڌ点とするɻ

₅ʵ₃　活用のܭըҊ
ެ։ൣғͷ設ఆ（Ḽ₃）

ᶃެ։ΤϦΞ
原ଇとして建造物内部全体をެ։するɻただし、管理
ઐ用に用いる部屋及びޯ配が急な東西の直階段はެ։範
囲から除くɻまた、旧三笠ホテルは本来土足利用を૝定
した建造物であったが、修理前は土足ې止としてެ։し
ていたɻ修理後は来ؗऀがԟ時のホテルのง囲気を体感
できるように土足での見ֶ又は入ؗを可能とするɻ
ެ։Τリアにおいて、ホテル建築のಛ௃తな意匠を良
く఻える部屋としてʮロビー、ライブラリー、客室ᶺ1ÿ
（前室、ཋ室、ෟ室含む）ʯの₃部屋を設定するɻ
ᶄ؅ཧΤϦΞ
建造物を保存し活用していくために、管理ऀが଺在し
利用するΤリア、物品等を保管するΤリアは管理Τリア
として設定し、来ؗऀには非ެ։とするɻ
管理Τリアは、₁階のリビングルーム、東側廊下、階
段下૔庫、客室ᶺ21とෟ室、客室ᶺ22とෟ室、₂階客室
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ᶺ₅とෟ室、客室ᶺ⚖とෟ室、客室ᶺ12とするɻ
活用ʹ͓͚Δओͳػೳ（Ḽ₄）

基本方針を踏まえ、旧三笠ホテルの活用にؔするߟえ
方と、導入する主な機能を下記にࣔすɻ
ᶃެֶݟ։ػೳ
（ア）見ֶެ։の目త
いに時間をࢥいࢥくެ։Τリアを設定し、来ؗऀが޿
過ごしながら文化ࡒに਌しむことをଅすɻ
（イ）ಛ௃తな意匠を見せる₃部屋の活用上の位置付け
ロビー、ライブラリー、客室ᶺ1ÿは、ྩ࿨保存修理に
おいてホテル建築としてಛ௃తな意匠を見せる部屋とし
て、壁の漆喰や床面のリノリウムが復原される（客室ᶺ
1ÿはෟ室）ɻ₃部屋の活用上の位置ͮけを下記にࣔすɻ

ʦロビーʧ
東翼ਖ਼面の車寄ؔݰの復原に൐い、ྩ࿨修理後はメイ
ンΤントランスとするɻロビーは、ホテルロビーとして
の設えそのままに見ֶのड付とするɻロビーは、建造物
内で一番޿く、窓廻りなどにもಛ別な意匠があしらわれ
ている部屋で、腰壁の竪子やリノリウムも復原され、旧
三笠ホテルをಛ௃ͮける部屋であるɻ活用においては、
過度なలࣔや解આを߇えて修理前にؗ内に保管されてい
た家具類をΏったりと配置することで、建造物を๚れた
来ؗऀがԟ時のง囲気を体感できる空間とするɻ

ʦライブラリーʧ
ライブラリー（旧ドローイングルーム）の北側には、
ত࿨û9年（197û）の移築前まで多角形の張りग़しが設け
られていたɻこの部屋は、ホテル客がಡॻや༡ڵなどを
して過ごしていたものとࢥわれるɻこの部屋のみ、壁を
鼠漆喰で復原するため、ଞとはҟなる落ち着いたง囲気
をもͭ部屋としてެ։するɻ修理後は、旧三笠ホテルに
ؔ࿈する঎品等をൢചするϛューδアムシϣップとし、
見ֶ動線の࠷後に໭ってくる地点になるɻ見ֶをऴえた
来ؗऀが、落ち着いたง囲気の中、ؔ࿈ॻ੶を手にして、
体ݧをৼりฦって旧三笠ホテルを後にする場とするɻ

ʦ客室№18ʧ
客室ᶺ1ÿは、スイートルームとして利用されていた部
屋で、主室、前室、ཋ室、ෟ室の₄室で構成されているɻ
この部屋では、ホテル時୅の様子を再現し、来ؗऀ΁࣮
際にホテルとして利用されていた状گを఻えるɻ
ᶄలࣔػೳ
（ア）旧三笠ホテルの文化ࡒతՁ஋、ྺ࢙త変ભの঺հ
旧三笠ホテルの文化ࡒతՁ஋やྺ࢙を঺հするలࣔを
行い、ホテルとして利用されていた当時の様子や、ۀٳ
にࢸるまでの変ભを来ؗऀ΁఻えるɻ
ʦలࣔ内༰の૝定ʧ

・旧三笠ホテル年表
・移築前の建物໛型
・旧三笠ホテルの変ભを解આするө૾及びパネルలࣔ
・スイートルーム再現లࣔ
・家具లࣔ

（イ）避ॵ地ܰ井୔の঺հ
明࣏期にܰ井୔をは͡めて๚れた外ࠃ人એࢣڭアレΩ
サンダー・クロフト・シϣーは、この地をʮ屋根のない
පӃʯとݺびઈࢍしたɻࣗ然にܙまれたܰ井୔の西Ԥత
な風土にັせられたシϣーは、ܰ井୔で࠷初の別૳を建
て、避ॵ地としての素੖らしさを޿く঺հしたɻ以来、
外ࠃ人別૳の建設が੝んになると、それまで॓場ொの໊
残としてཱྀؗ式ཱྀ᝷しか無かったこの地に、外ࠃ人向け
のリκートホテルが建設されるようになったɻそこで、
三笠ホテルと同時期にӦۀしていたホテルの঺հを行い、
三笠ホテルとの違いなどをࣔすɻまた、ࣗ然地形の໛型
を࢖用して来๚ऀに分かりやすく当時の周ล؀境や、੓
քなど数々の著໊人がܰ井୔で過ごしてきた別૳文化ࡒ
にͭいての঺հを行うɻ
（ウ）ܰ井୔にΏかりのある作家・ܳज़家等のاըలࣔ
ܰ井୔をڌ点に活動した作家やܳज़家等の঺հలࣔス
ペースを設けるɻ三笠ホテルのマークと食器をσβイン
したը家の有ౡ生അや、大ਖ਼からত࿨後期にܰ井୔をڌ
点とした版ը家のポール・δϟクレーなど、ܰ井୔にΏ
かりのある人物とその作品等をలࣔする（Ḽ₅）ɻまた、
ܰ井୔ொ内にあるඒज़ؗٞڠձと࿈ܞし、లࣔを行うス
ペースを設けるɻలࣔは定期తに内༰を変更するɻ現୅
アートのలࣔを行うことで、来ؗऀがܰ井୔ொにޫ؍や
避ॵを目తに๚れるのとはҟなった来๚するきっかけを
ͭくるɻ
（Τ）音੠ガイド
旧三笠ホテルの内外を散策しながら体ݧできるπール
として音੠ガイドを੍作するɻ音੠ガイドは建築తಛ௃
の解આとซせて、ܰ井୔を୊材とした文ֶにؔする৘ใ
も৫りަͥることで、旧三笠ホテルが現໾のホテルであ
った時୅の避ॵ地における଺在にͭいても૝૾をש起す
るような内༰をاըするɻ
ᶅΧϑΣ
₂階の客室ᶺ₁、₂、₃、₄にカフェを設けるɻカフ
ェがあることで、来ؗऀが旧三笠ホテルの過ごし方の選
୒ࢶを増やすことができるɻًかしい三笠ホテルӦۀ時
୅の、߽՚Ҁᗞなホテル଺在をࢥわせるง囲気や、高و
な気分の追体ݧができる点は、ொ内に数多あるカフェと
はҟなる大きなັ力であり、ܰ井୔΁๚れてみたいとߟ
えるきっかけともなりಘるɻ
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また、カフェ設置に付ਵし、小規໛なਥ๪を客室ᶺ₅、
ᶺ⚖に設置する（Ḽ⚖）ɻఏڙメニューは、コーヒーなど
のҿྉとܰ食を༧定しており、ਥ๪機器は過度な設備と
せず、؆қなものとするɻ
ᶆϛϡʔδΞϜγϣοϓ
₁階のライブラリーにϛューδアムシϣップを設けるɻ
ϛューδアムシϣップでは既存のオリδφルグッζのൢ
ചの΄か、లࣔや避ॵ地でのライフスタイルとؔ࿈する
ものを中৺にした品ͧΖえとするɻ
ᶇτΠϨ
移築時にڅഉ水管が切断されており、ྩ࿨修理後もؗ
内のトイレと各室の手洗い器の࢖用は૝定していないɻ
また敷地内の既存トイレ棟は、敷地入口やホテルਖ਼面か
らの؍ܠを્֐しており、かͭ本体と接続していないた
め利便性に欠けるɻྩ࿨修理を機に、既存のトイレ棟を
解体し、؍ܠにも配ྀして本体東側に増築するΤレϕー
ター棟に付ਵする形で、新たにトイレを整備するɻ
ᶈ؅ཧػೳ
₁、₂階それͧれに管理機能のॾ室を設けるɻ管理機
能は、以下の通りとするɻ
・スタッフ߇室
・物置（バックヤード）
・ਥ๪及び配હ室（カフェ機能）
ᶉିࣨ
客室ᶺ1û、15、16、17を貸室としてఏڙするɻ利用ऀ
は別૳ऀॅډを含めた地域ॅຽを主体に૝定するɻޫ؍
客だけでなく、地域ॅຽも๚れやすい施設とすることで、
ொ内の重要文化ࡒ建造物（Ḽ⚗）を਎近に意ࣝできる存在
としていくɻまた、ޫ؍客と地域ॅຽがともにࢀ加可能
なイϕントをاըすることで、かͭての三笠ホテルが
様々な人がूい文化తަྲྀの場であった性質を現୅に຋
Ҋすることを目తとし、旧三笠ホテルらしいަྲྀの場の
ఏڙを৺掛けるɻ
活用ʹ܎Δ設備΍֎ߏͷ੔備ܭը（Ḽ⚘）

保存修理工事に合わせて、活用において必要な設備等
を付加・整備するɻただし、活用に൐う新たな解体や現
状変更を൐う改造は避け、設置においては、建物の保存
に配ྀし、ۃ力建物の損傷をগなくするɻ
ᶃஆ๪設備
年間の໿半分の期間は暖๪が必要となるため、ࠓ後の
活用をྀߟし、ΤネルΪーݯを電気とした暖๪設備を設
置するɻ設置箇所は、来ؗऀやスタッフが଺留するロビ
ー、ライブラリー（ϛューδアムシϣップ）、リビング
ルーム（スタッフ߇室）、客室ᶺ₁ʙ₄（カフェ）、客室
ᶺ₅、⚖（ਥ๪）とするɻ

ᶄΤϨϕʔλʔ
来ؗऀの෯޿い利用を図るために、਎障ऀや高ྸऀ΁
の対応に配ྀして、Τレϕーターをホテル東側に接続す
るɻ保存修理工事で設置する外部補強鉄骨を構造体とす
る渡り廊下に接続することで、既存建物΁のӨڹを࠷小
限にして、利便性の向上を図るɻ
ᶅτΠϨ
来ؗऀの利便性に配ྀして既存のಠ立したトイレはഇ
止し、ホテル東側のΤレϕーター棟にトイレ棟を付ଐさ
せる形で新設するɻ
ᶆిؾ・র໌設備
後追加する活用機能の૝定によって、必要な電力がࠓ
増加することから、敷地内に高圧ड電設備を新設するɻ
既存の照明設備は、保存修理工事によって復旧を༧定
するが、新たな活用に際して必要となる照明設備を追加
して設置するɻ屋外には、足元の照明を新たに設置するɻ
ᶇؾ׵設備
カフェや貸室には、既存の天井換気口を利用して、小
屋内にഉ気設備を設置するɻスタッフ߇室、ਥ๪には室
内に露ग़した状ଶで換気設備を新設するɻ
ᶈڅഉਫ設備
スタッフ߇室、ਥ๪には保存修理工事に合わせてڅഉ
水設備を設置するɻ既存の洗面器や便器は、లࣔとして
の利用を継続して、څഉ水Ӵ生設備としては利用しないɻ
ᶉలࣔॄث・解આύωϧɺө૾設備
新たに導入するలࣔ機能にซせて、లࣔॄ器及び解આ
パネルを設置し、ө૾లࣔ用のө૾設備を導入するɻల
ࣔॄ器は既存の家具を補修したうえで再利用もܭըするɻ
ᶊωοτϫʔΫ設備
లࣔやؔ࿈するワークシϣップなどイϕントاըでの
利用のために、ؗ内に8Jô'J設備を整備するɻ
ᶋαΠϯܭը
ؗ内の見ֶ通路やカフェ、ϛューδアムシϣップ、ト
イレ等の利便施設や、イϕントҊ内ࣔܝ等のサインを新
たに設置するɻ
ᶌύʔΩϯά・ύʔϛοτ
修理前は敷地内にற車場がないため、敷地西側のಓ路
寄りに車₂台分のパーΩング・パーϛットを整備し、車
Ҝ子利用ऀもアクセスしやすいܭըとするɻ
ᶍ֎ߏ・ͦͷଞ（Ḽ⚙）

敷地入場箇所に݊ച機と入ୀ場管理ゲートを設けるɻ
外構の更新にซせて、来ؗऀのา行範囲及び管理車྆等
の通行範囲のฮ装を行うɻまた、敷地境քには、ܰ井୔
ொの৚ྫ等にଇり植࠿を行うɻまた、敷地南東側には新
たにガーσンを整備するɻ
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Ḽ

₁ɽ外部の有ࣝऀにより構成された組৫ɻྩ࿨₂年10݄、同₃年

₂݄、₃݄の₃回։࠵し、主に文化ࡒ本体や新築棟を含めた

保存活用ܭըҊにͭいて意見をٻめたɻ

₂ɽʮ旧三笠ホテル保存活用ܭըʯ（ܰ井୔ொ、2022年₅݄）の66、

67ทよりҾ用し、一部加ච・修ਖ਼してࡌܝしたɻ

₃ɽʮ旧三笠ホテル保存活用ܭըʯ67ทよりൈਮし、一部加ච・

修ਖ਼してࡌܝしたɻなお、ʮダイニングルームʯはʮロビ

ーʯと改めて記ࡌしたɻ

₄ɽʮ旧三笠ホテル保存活用ܭըʯ6ÿʙ71ทよりൈਮし、一部加

ච・修ਖ਼してࡌܝしたɻ

₅ɽలࣔ室のԹ࣪度管理が೉しいことなどから、࣮施段階でֆը

や版ըのలࣔは見ૹることとしたɻ

⚖ɽカフェ事ऀۀ΁のヒアリング等をߟࢀに、࣮施においては、

客室ᶺ⚖の一部をカフェとして࢖用する૝定に変更したɻ

⚗ɽொ内₂݅目として、ྩ࿨₅年⚙݄25೔にʮܰ井୔Նの家（旧

アントニン・レーモンドܰ井୔別ఛ）ʯが重要文化ࡒにࢦ定

されたɻ

⚘ɽʮ旧三笠ホテル保存活用ܭըʯ7ûʙ7ÿทを元にฤू・加චし

てࡌܝしたɻ

⚙ɽ外構や入ୀؗ管理は、࣮施に൐い一部ܭըを見直したɻまた、

敷地入口付近の既存の管理棟は、一部改修を行い、再։ؗ後

も改修して管理棟として࢖用することとしたɻ

ࠝ଺᧍ᦋࠝ଺᧍ᦋࠝ଺᧍ᦋࠝ଺᧍ᦋࠝ଺᧍ᦋࠝ଺᧍ᦋࠝ଺᧍ᦋ

室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場
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ᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣᲴሥྸᲢȐȃǯȤーȉᲣ ᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室ᲣᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室ᲣᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室ᲣᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室ᲣᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室ᲣᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室ᲣᲴሥྸᲢǹǿȃȕ੘室Უ

ᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗᲴȟȥーǸǢȠǷȧȃȗ

Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵Ჴ᎑ᩗᙀࢍ௵ ᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣᲴบǓࡔɦᲢૼሰᲣ

ᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣᲴǨレșーǿーȷトイレᲢૼሰᲣ

ᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒ

ᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒ

ȟȥーǸǢȠǷȧȃȗȟȥーǸǢȠǷȧȃȗȟȥーǸǢȠǷȧȃȗȟȥーǸǢȠǷȧȃȗȟȥーǸǢȠǷȧȃȗȟȥーǸǢȠǷȧȃȗȟȥーǸǢȠǷȧȃȗ ǹǿȃȕ੘室ǹǿȃȕ੘室ǹǿȃȕ੘室ǹǿȃȕ੘室ǹǿȃȕ੘室ǹǿȃȕ੘室ǹǿȃȕ੘室

ȭȓーȭȓーȭȓーȭȓーȭȓーȭȓーȭȓー

EVホールEVホールEVホールEVホールEVホールEVホールEVホール

男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ トイレトイレトイレトイレトイレトイレトイレ
倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ

˖ဒޒᅆ˖ဒޒᅆ˖ဒޒᅆ˖ဒޒᅆ˖ဒޒᅆ˖ဒޒᅆ˖ဒޒᅆ

だれでもだれでもだれでもだれでもだれでもだれでもだれでも

ƷኰʼƷኰʼƷኰʼƷኰʼƷኰʼƷኰʼƷኰʼ
ᢤ୛ע᠉ʟඑᢤ୛ע᠉ʟඑᢤ୛ע᠉ʟඑᢤ୛ע᠉ʟඑᢤ୛ע᠉ʟඑᢤ୛ע᠉ʟඑᢤ୛ע᠉ʟඑ

ᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒ

ϐྵϐྵϐྵϐྵϐྵϐྵϐྵ
ǹイートルーȠǹイートルーȠǹイートルーȠǹイートルーȠǹイートルーȠǹイートルーȠǹイートルーȠ

ᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒᅆ室ޒ

ཋᚐᛟ࡫ཋᚐᛟ࡫ཋᚐᛟ࡫ཋᚐᛟ࡫ཋᚐᛟ࡫ཋᚐᛟ࡫ཋᚐᛟ࡫

ਤ3ô5ô2　活用ܭըҊ（₂階平面ਤ）

ਤ3ô5ô1　活用ܭըҊ（₁階平面ਤ）


